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一　

は
じ
め
に

　

明
治
政
府
は
、
早
急
に
近
代
化
を
達
成
す
る
た
め
、
欧
米
諸
国
か
ら
積
極
的
に
多
く
の
技
術
や
文
化
を
取
り
入
れ
、
国
内
産
業
や

文
化
の
振
興
を
図
っ
て
き
た
が
、
そ
の
際
、
外
国
人
の
知
的
財
産
権）1
（

の
保
護
（
以
下
、
単
に
「
知
的
財
産
権
の
保
護
」
と
い
う
）
に
関

す
る
問
題
が
発
生
し
て
い
た
。

　

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
、
ア
ダ
ム
ズ
（Francis�O

.�A
dam
s

）
英
代
理
公
使
か
ら
英
商
標
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
明
治
政

府
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に）2
（

、
日
本
と
欧
米
諸
国
と
の
間
に
は
、
明
治
初
期
か
ら
少
な
か
ら
ず
摩
擦
が
生
ま
れ
て
い
た
。

明
治
政
府
は
、
欧
米
諸
国
か
ら
技
術
や
文
化
を
国
内
に
導
入
す
る
際
、
欧
米
諸
国
と
の
間
に
生
ま
れ
る
、
か
か
る
知
的
財
産
権
の
保

護
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
に
締
結
さ
れ
た
日
英
通
商
航
海
条
約
は
、
そ
れ
を
検
討
す
る
糸
口
に
な
る
。
同
条
約
に
よ
っ
て
、

明
治
政
府
は
、
悲
願
で
あ
っ
た
法
権
回
復
を
達
成
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
同
条
約
第
十
七
条
に
お
い
て
、
専
売
特
許
（
以

下
、
単
に
「
特
許
」
と
い
う
）、
商
標
、
意
匠
の
保
護
に
関
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
も
日
本
人
と
同
等
の
待
遇
を
与
え
る
と
い
う
内
国

民
待
遇
を
規
定
す
る
と
共
に）（
（

、
付
属
議
定
書
第
三
に
お
い
て
、
領
事
裁
判
権
の
廃
止
に
先
立
っ
て
、
工
業
所
有
権）（
（

の
保
護
に
関
す
る

パ
リ
条
約）5
（

（
以
下
、
単
に｢

パ
リ
条
約｣

と
い
う
）
と
、
文
学
的
及
び
美
術
的
著
作
物
の
保
護
に
関
す
る
ベ
ル
ヌ
条
約）6
（

（
以
下
、
単
に

｢

ベ
ル
ヌ
条
約｣

と
い
う
）
に
日
本
が
加
盟
す
る
こ
と
を
規
定
し
た）7
（

。
日
本
が
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
国
際
条
約
に
初
め
て
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
三
月
、
明
治
政
府
は
、
特
許
法
、
商
標
法
、
意
匠
法
、
著
作
権
法
を
そ
れ
ぞ
れ

公
布
し
（
特
許
法
、
商
標
法
、
意
匠
法
は
同
年
七
月
一
日
施
行
し
た
。
著
作
権
法
は
同
年
七
月
十
五
日
施
行
））8
（

、
同
年
七
月
十
二
日
に
は
パ

リ
条
約
、
ベ
ル
ヌ
条
約
を
公
布
し
（
同
年
七
月
十
五
日
施
行
））
9
（

、
同
月
十
七
日
、
遂
に
日
英
通
商
航
海
条
約
が
施
行
さ
れ）（（
（

、
所
謂
内
地
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雑
居
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た）（（
（

。

　

周
知
の
よ
う
に
、
明
治
政
府
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
欧
米
諸
国
と
の
間
で
締
結
し
た
一
連
の
所
謂
不
平
等
条
約
改
正

の
た
め
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
の
岩
倉
使
節
団
派
遣
等
か
ら
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
の
右
の
日
英
通
商
航
海
条
約
締
結

に
至
る
ま
で
、
欧
米
諸
国
と
の
間
で
幾
度
と
な
く
交
渉
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
中
で
、
知
的
財
産
権
の
保
護
も
取
り
扱
わ

れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
か
ら
同
二
十
（
一
八
八
七
）
年
に
か
け
て
井
上
馨
が
外
交
を
担
当
し
た
時
期

は
、
知
的
財
産
権
の
保
護
が
初
め
て
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
。
条
約
改
正
会
議
に
お
い
て
、
先
述

の
日
英
通
商
航
海
条
約
第
十
七
条
と
同
様
、
特
許
、
商
標
、
図
案
（
意
匠
）
の
保
護
に
関
し
て
内
国
民
待
遇
を
規
定
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
る
と
共
に）（（
（

、
パ
リ
条
約
、
ベ
ル
ヌ
条
約
へ
の
加
盟
も
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、

同
時
期
は
日
本
の
パ
リ
条
約
、
ベ
ル
ヌ
条
約
へ
の
加
盟
に
至
る
過
程
を
検
討
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
井
上
期
は
、
一
方
で
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
六
月
の
商
標
条
例
の
布
告
（
同
年
十
月
一
日
施
行
））
（（
（

、
翌
十
八
（
一
八
八

五
）
年
四
月
の
専
売
特
許
条
例
の
布
告
（
同
年
七
月
一
日
施
行
））
（（
（

等
、
他
方
で
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
の
パ
リ
条
約
調
印
、
同

十
九
（
一
八
八
六
）
年
の
ベ
ル
ヌ
条
約
調
印
等
、
国
内
外
で
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
法
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
時
期
で
も

あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
井
上
期
は
、
条
約
改
正
交
渉
に
お
い
て
知
的
財
産
権
の
保
護
が
初
め
て
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
国
内
外
で
進
め
ら
れ
て
い
た
知
的
財
産
権
保
護
に
関
す
る
法
制
度
の
整
備
過
程
を
検
討
す
る
上
で
も
極
め

て
興
味
深
い
時
期
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
井
上
期
の
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
交
渉
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
な
研
究
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
条

約
改
正
史
研
究
で
は
、
知
的
財
産
権
の
保
護
に
大
き
な
関
心
が
注
が
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
通
史）（（
（

、
外
交
史）（（
（

、
法
制
史）（（
（

の
い

ず
れ
に
お
い
て
も
詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
知
的
財
産
権
史
研
究
で
も
、
日
本
の
パ
リ
条
約
、
ベ
ル
ヌ
条
約
へ
の
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加
盟
と
条
約
改
正
交
渉
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
戦
前
期
に
お
け
る
日
本
外
交
文
書
の
消
失）（（
（

等
も
あ
っ
て
、
通
史）（（
（

、
外
交
史）（（
（

、
法
制
史）（（
（

、
経
済
史
等）（（
（

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
詳
細
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
の
日
本
の
パ
リ
条
約
、
ベ
ル
ヌ
条
約
へ
の
加
盟
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、

井
上
馨
が
外
交
を
担
当
し
た
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
九
月
か
ら
同
二
十
（
一
八
八
七
）
年
九
月
ま
で
の
時
期
に
着
目
し
、
欧
米

諸
国
か
ら
技
術
や
文
化
を
次
々
と
導
入
し
て
き
た
明
治
政
府
が
、
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
交
渉
を
、
英
仏
独
米
等
の
欧
米
諸

国
と
の
間
で）（（
（

、
ど
の
よ
う
に
行
い
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
国
際
条
約
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
、
そ
の
端
緒
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

二　

井
上
交
渉
の
開
始

（
一
）　
明
治
十
三
年
井
上
案
の
作
成

　

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
九
月
、
そ
れ
ま
で
外
務
卿
を
務
め
て
い
た
寺
島
宗
則
に
代
わ
っ
て
、
新
た
に
井
上
馨
が
就
任
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
井
上
は
、
条
約
改
正
に
向
け
た
作
業
を
開
始
し
、
翌
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
五
月
に
条
約
改
正
草
案
（
明
治
十

三
年
五
月
井
上
案
）
を
作
成
し
、
各
国
駐
在
の
日
本
公
使
に
送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た）（（
（

。
ま
た
、
同
年
七
月
に
は
、
先
の
草
案
に
若

干
の
修
正
を
施
し
た
上
で）（（
（

、
新
た
な
草
案
（
明
治
十
三
年
七
月
井
上
案
）
を
作
成
し
、
駐
日
欧
州
各
国
公
使
及
び
各
国
駐
在
の
日
本

公
使
に
そ
れ
ぞ
れ
送
付
し
た）（（
（

。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
案
に
お
い
て
も
、
外
国
人
の
工
業
所
有
権
の
保
護
に
関
す
る
規
定
は
設
け
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

但
し
、
日
本
に
在
留
す
る
外
国
人
（
以
下
、
単
に
「
在
留
外
国
人
」
と
い
う
）
の
版
権
に
つ
い
て
は
、
出
版
条
例
を
適
用
す
る
旨
の

規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
九
月
の
出
版
条
例）（（
（

は
、
書
籍
を
著
作
し
又
は
外
国
書
籍
を
翻
訳
し
て
出
版
す
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る
場
合
、
願
書
を
提
出
し
免
許
を
得
た
者
に
三
十
年
間
の
専
売
権
で
あ
る
版
権
を
認
め
る
一
方
で）（（
（

、
外
国
人
へ
の
適
用
に
つ
い
て
明

文
規
定
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
十
三
年
井
上
案
（
明
治
十
三
年
五
月
案
及
び
明
治
十
三
年
七
月
案
）
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
人
（
在
留
外
国
人
）
が
日
本
の
出
版
条
例
等
に
違
反
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
日
本
側
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い

た
。
具
体
的
に
は
、「
日
本
及
ヒ
大
不
列
顛
修
好
条
約
付
録
覚
書
草
案
」
の
第
五
款）（（
（

に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
（
在
留
外
国
人
）
が
出

版
条
例
等
の
「
施
政
規
則
」
に
違
反
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
禁
獄
三
箇
月
以
下
・
罰
金
五
百
円
以
下
ま
で
の
場
合
に
は
、
日
本
側
が

裁
判
権
を
行
使
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
た）（（
（

。

　

井
上
は
、
こ
の
規
定
を
設
け
た
理
由
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
即
ち
、「
我
国
ニ
住
ス
ル
内
外
人
民
一
般
ノ
安

寧
幸
福
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
即
チ
港
内
、
水
先
、
検
疫
、
出
版
、
銃
猟
地
方
警
察
其
他
ノ
諸
規
則
ノ
如
キ
是
ナ
リ）（（
（

」
と
、
国
内
の

治
安
維
持
等
の
観
点
か
ら
、
出
版
条
例
等
を
イ
ギ
リ
ス
人
（
在
留
外
国
人
）
に
も
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

上
野
景
範
外
務
卿
代
理
も
、「
外
人
等
ハ
其
治
外
法
権
ヲ
恃
ン
テ
常
ニ
日
本
政
府
及
ヒ
其
官
員
ヲ
誹
謗
シ
甚
シ
キ
ハ
近
時
西
南
賊
徒

ノ
騒
擾
人
心
洶
々
ノ
際
ニ
当
リ
外
字
新
聞
ハ
訛
伝
巷
説
ヲ
採
集
シ
テ
賊
徒
ノ
挙
動
ヲ
賞
揚
ス
ル
ニ
至
レ
リ
而
シ
テ
我
人
民
中
ニ
外
国

ノ
文
字
ヲ
解
読
ス
ル
モ
ノ
既
已
ニ
少
カ
ラ
ス
（
中
略
）
政
府
ニ
抗
敵
ノ
感
触
ヲ
発
セ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
其
影
響
ス
ル
所
実
ニ
少
小
ニ
ア

ラ
ズ）（（
（

」
と
、
明
治
政
府
に
対
し
て
批
判
的
な
報
道
を
行
う
こ
と
が
多
い
居
留
地
新
聞
等
の
外
国
人
著
作
物
に
対
し
て
苛
立
ち
を
募
ら

せ
て
お
り
、
と
り
わ
け
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
の
西
南
戦
争
の
際
に
は
、
明
治
政
府
に
対
し
て
反
発
を
生
む
雰
囲
気
が
国
内
で
醸

成
さ
れ
て
し
ま
う
事
態
を
避
け
る
た
め
、
規
制
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
出
版
条
例
を
在
留
外
国
人
に
適
用
す
る

こ
と
は
、
彼
ら
の
版
権
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
著
作
物
を
規
制
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
井
上

ら
は
、
彼
ら
の
版
権
を
保
護
す
る
と
い
う
目
的
よ
り
も
、
国
内
の
治
安
維
持
等
を
重
視
し
、
彼
ら
の
著
作
物
に
規
制
を
加
え
る
目
的

か
ら
、
同
条
例
を
彼
ら
に
も
適
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
出
版
条
例
の
在
留
外
国
人
へ
の
適
用
を
巡
っ
て
は
、
既
に
明
治
政
府
内
で
決
着
し
て
い
た
問
題
で
あ
っ
た
。
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明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
九
月
、
大
久
保
利
通
内
務
卿
は
、「
外
国
人
出
版
成
規
之
儀
ニ
付
伺）（（
（

」
を
提
出
し
、
出
版
条
例
の
在
留

外
国
人
へ
の
適
用
可
否
に
つ
い
て
、
正
院
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
当
時
外
務
卿
で
あ
っ
た
寺
島
宗
則
は
、

現
段
階
に
お
い
て
日
本
政
府
と
し
て
は
、
在
留
外
国
人
を
処
罰
す
る
権
利
を
有
し
な
い
た
め
、
適
用
は
難
し
い
と
い
う
姿
勢
を
示
し）（（
（

、

法
制
局
も
、
在
留
外
国
人
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
特
例
と
慣
習
に
よ
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
多
く
、
出
版
関
係
に
つ
い
て
だ
け

を
出
版
条
例
と
い
う
成
文
規
定
に
基
づ
い
て
対
処
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
示
し
た）（（
（

。
こ
の
た
め
、
同
年
十
一
月
、

正
院
は
、「
出
版
成
規
ハ
外
国
人
ニ
及
ボ
サ
ヾ
ル
儀
ト
可
相
心
得
事）（（
（

」
と
、
在
留
外
国
人
に
は
適
用
し
な
い
旨
を
決
定
し
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
十
一
月
、
版
権
の
保
護
を
目
的
と
し
て
、
在
留
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
版
権
請
求
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た）（（
（

。
明
治
政
府
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
を
機
に
、
少
な
く
と
も
当
該
イ
ギ
リ
ス
人
に
対
し
て
出
版
条
例
を
適
用
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
る
事
例
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
大
久
保
の
後
を
継
い
だ
伊
藤
博
文
内
務
卿
は
、
当
該
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
版
権
請
求
を
認
め
な
か
っ
た
。
仮
に
内
務
省

に
お
い
て
無
害
と
判
断
さ
れ
版
権
を
認
め
た
と
し
て
も
、
当
該
イ
ギ
リ
ス
人
と
他
の
外
国
人
と
の
間
で
版
権
に
関
す
る
何
ら
か
の
問

題
が
生
じ
た
場
合
、
現
段
階
で
は
日
本
政
府
と
し
て
外
国
人
同
士
の
問
題
に
は
対
処
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

「
在
留
英
国
人
ニ
於
テ
総
テ
出
版
ニ
係
ル
事
項
悉
皆
我
カ
条
例
ヲ
遵
守
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
免
状
授
与
難
致）（（
（

」
と
、
在
留
イ
ギ
リ
ス
人

全
員
（
在
留
外
国
人
全
員
）
が
出
版
条
例
に
従
わ
な
い
な
ら
ば
、
版
権
を
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
し
た
。
伊
藤
は
、
現
段
階
に
お

い
て
版
権
請
求
を
行
っ
た
在
留
外
国
人
毎
に
そ
の
都
度
版
権
を
認
め
る
こ
と
は
問
題
が
多
い
と
し
て
、
出
版
条
例
を
外
国
人
に
も
適

用
す
る
場
合
は
、
全
て
の
在
留
外
国
人
が
出
版
条
例
を
遵
守
し
な
い
限
り
、
出
版
条
例
を
適
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
七
月
に
も
、
版
権
の
保
護
を
目
的
と
し
て
、
駐
日
墺
公
使
館
員
の
オ
ー
ス
ト

リ
ア
人
か
ら
版
権
請
求
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が）（（
（

、
伊
藤
は
、「
出
版
条
例
ハ
治
外
ノ
人
民
ニ
及
サ
ヽ
ル
義
ニ
付
其
書
ノ
可
否
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ヲ
論
セ
ス）（（
（

」
と
、
先
述
の
姿
勢
に
変
化
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
十
三
年
井
上
案
に
お
い
て
、
井
上
は
、
外
国
人
の
工
業
所
有
権
の
保
護
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、
一
度
は
決
着
し
て
い
た
出
版
条
例
の
在
留
外
国
人
へ
の
適
用
問
題
に
つ
い
て
、
条
約
改
正
を
機
に
再
び
見
直
し
、

全
て
の
在
留
外
国
人
に
も
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
国
内
の
治
安
維
持
等
の
た
め
、
彼
ら
の
著
作
物
に
規

制
を
加
え
る
た
め
で
あ
り
、
彼
ら
の
版
権
を
保
護
し
よ
う
と
い
う
目
的
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
同
草
案
に
お
い
て
、

知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
規
定
は
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
二
）　
欧
米
諸
国
の
反
応

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ポ
ン
ス
フ
ォ
ー
ト
（Sir�Julian�Pauncefote

）
英
外
務
次
官
と
パ
ー
ク
ス
（Sir�H

arry�S.�Parks

）
英
公
使
は
、

明
治
十
三
年
井
上
案
に
お
い
て
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
に
大
き
な
不
満

を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た）（（
（

。
し
か
し
、
両
者
は
、
以
前
か
ら
日
本
の
特
許
、
商
標
制
度
に
対
し
て
、
少
な
か
ら
ず
関
心
を
寄
せ
て
い

た
）
（（
（

。
と
り
わ
け
、
ポ
ン
ス
フ
ォ
ー
ト
英
外
務
次
官
は
、
条
約
改
正
交
渉
に
お
い
て
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ

る
こ
と
に
関
心
を
示
し
て
い
た
。
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
三
月
、
英
外
務
省
に
お
い
て
、
日
本
公
使
館
雇
の
英
国
人
レ
ー
ン

（Stuart�Lane

）
と
の
間
で
対
談
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
レ
ー
ン
が
、｢

商
業
上
ノ
事
ニ
関
シ
版
権
ナ
リ
商
標
ナ
リ
是
等
ノ
事
項
ニ

就
テ
互
相
ノ
約
ヲ
締
（
ハ
）
ン
ト
ナ
レ
ハ
其
実
際
ニ
行
ハ
レ
得
ヘ
ク
シ
テ
各
国
互
相
ノ
約
ナ
ル
ニ
於
テ
ハ
日
本
ハ
必
ス
之
ヲ
許
諾
ス

ル
ナ
ル
ヘ
シ）（（
（

」
と
、
版
権
と
商
標
の
相
互
保
護
に
つ
い
て
は
、
日
本
と
の
間
で
比
較
的
容
易
に
合
意
形
成
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
い
う

見
解
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
同
英
外
務
次
官
は
、「
然
ラ
ハ
談
判
整
ヒ
難
キ
事
モ
無
ル
ヘ
シ）（（
（

」
と
応
じ
て
い
た
。

　

ま
た
、
英
商
人
は
、
明
治
十
三
年
井
上
案
に
不
満
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
在
ロ
ン
ド
ン
英
商
人
は
、
日
本
に
お
い
て
英
特
許
を

保
護
す
る
に
は
特
許
法
が
必
要
で
あ
り
、
日
本
人
に
よ
る
外
国
商
標
の
模
倣
に
対
し
て
も
然
る
べ
き
処
罰
が
科
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
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る
と
主
張
し）（（
（

、
在
横
浜
英
商
人
も
、
商
標
、
特
許
、
著
作
権
（copyright

））
（（
（

の
保
護
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

主
張
し
た）（（
（

。
と
り
わ
け
、
彼
ら
は
、
以
前
か
ら
パ
ー
ク
ス
英
公
使
に
対
し
て
、
日
本
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
法
制
度
の
整
備

の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
他）（（
（

、
横
浜
居
留
地
新
聞
で
あ
る
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
ー
ル
（Japan�W

eekly�M
ail

）』
に�

も
、
日
本
に
特
許
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
よ
う
に）（（
（

、
現
実
に
被
害
に
直
面
し
て
い
た

彼
ら
に
と
っ
て
、
知
的
財
産
権
の
保
護
は
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
日
本
に
お
い
て
広
く
模
倣
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
、

知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
明
治
十
三
年
井
上
案
に
対
し
て
不
満
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

う
し
た
反
応
は
、
イ
ギ
リ
ス
以
外
の
欧
米
諸
国
に
も
概
ね
見
受
け
ら
れ
た
。
明
治
十
三
年
井
上
案
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
以
外
の
欧
米

諸
国
（
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
）
の
反
応
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
バ
ロ
ワ
（de�Balloy
）
仏
代
理
公
使
は
、
明
治
十
三
年
井
上
案
に
つ
い
て
、
仏
商
品
を
日
本
の
模
倣
品
か
ら
保
護
す
る

条
項
を
加
え
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
た）（（
（

。
同
仏
代
理
公
使
は
、
日
本
の
職
人
は
非
常

に
手
先
が
器
用
で
あ
り
、
容
易
に
欧
州
品
の
複
製
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
日
本
で
は
複
製
が
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
仏

産
業
界
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
と
し
て
、
日
本
人
の
模
倣
技
術
の
高
さ
に
対
し
て
警
戒
心
を
抱
く
と
共
に
、
模
倣
が
広
く
行

わ
れ
て
い
る
現
状
に
危
機
感
を
募
ら
せ
、
不
満
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た）（（
（

。

　

ア
イ
ゼ
ン
デ
ッ
ヒ
ャ
ー
（K

arl�J.�G.�von�Eisendecher
）
独
公
使
は
、
明
治
十
三
年
井
上
案
に
つ
い
て
、
井
上
と
会
談
を
行
っ
た

際
、「
此
草
案
ハ
其
考
案
甚
タ
当
ヲ
得
ス
要
求
多
ク
シ
テ
譲
与
鮮
ナ
シ）（（
（

」
と
、
不
満
を
示
し
た
も
の
の
、
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関

す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ア
イ
ゼ
ン
デ
ッ
ヒ
ャ
ー
独
公

使
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
予
備
会
議
に
お
い
て
、
知
的
財
産
権
保
護
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
問
題
提
起
に
賛
成
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
日
本
に
お
い
て
模
倣
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
少
な
か
ら
ず
問
題
視
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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ビ
ン
ガ
ム
（John�A

rende�Bingham

）
米
公
使
も
、
日
本
の
特
許
制
度
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
も
の
の）（（
（

、
明
治
十
三
年
井
上
案

が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て）（（
（

、
直
接
的
な
反
応
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ビ
ン
ガ
ム
米
公
使
も
、
明
治
十
二

（
一
八
九
七
）
年
六
月
、
エ
ヴ
ァ
ー
ツ
（W

illiam
�M
.�Evarts

）
米
国
務
長
官
か
ら
、
自
社
商
品
が
日
本
に
お
い
て
偽
造
さ
れ
て
い
る

と
い
う
米
社
（M

essrs.�Fairbanks�&
�Co.

）
か
ら
の
苦
情
を
受
け
て
、
日
本
政
府
へ
の
働
き
か
け
を
指
示
さ
れ
て
い
た）（（
（

。
ま
た
、

明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
三
月
に
は
、
ビ
ュ
ー
レ
ン
（T

hom
as�B.�V

an�Buren

）
在
横
浜
米
国
総
領
事
か
ら
、
日
本
に
お
い
て
外

国
人
の
発
明
を
保
護
す
る
条
約
や
規
定
が
存
在
し
な
い
た
め
、
数
多
く
の
ア
メ
リ
カ
の
発
明
が
特
許
権
者
の
許
可
な
く
模
倣
さ
れ
て

い
る
と
い
う
報
告
を
受
け
取
っ
て
お
り）（（
（

、
日
本
に
お
い
て
模
倣
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
不
満
を
抱
え
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
方
の
欧
米
諸
国
は
、
程
度
の
差
異
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
日
本
に
お
い
て
広
く
模
倣
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、
少
な
か
ら
ず
不
満
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
早
く
か
ら
日
本
の
模
倣
技
術
の
高
さ
に
警
戒
心

を
示
す
と
共
に
、
自
国
の
被
害
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
現
状
に
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
同
国
は
、
明
治
十
三
年
井

上
案
に
不
満
を
示
し
、
該
問
題
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い
く
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。

三　

問
題
提
起
と
日
本
の
姿
勢

（
一
）　
予
備
会
議
の
開
催

　

明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
一
月
二
十
五
日
、
条
約
改
正
の
議
論
を
行
う
た
め
、
条
約
改
正
予
備
会
議
が
東
京
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
予
備
会
議
は
、
合
同
会
議
形
式
に
よ
っ
て
、
同
年
七
月
二
十
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
参
加
国
は
、
日
、

英
、
仏
、
独
、
墺
、
露
、
伊
、
蘭
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
イ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
あ
り
、
遅
れ
て
ベ
ル
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ギ
ー
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ア
メ
リ
カ
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
年
二
月
か
ら
議
事
進
行
、
民
事
・
刑
事
裁
判
権
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
後
、
四
月
五
日
の
会
議
に
お
い
て
、
井
上
は
重
要

な
宣
言
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
日
本
全
国
を
外
人
に
啓
き
て
其
日
本
法
律
に
服
従
す
る
上
は
何
の
場
所
を
問
は
ず
入
居
す
る
を

許
可
せ
ん
こ
と
を
際
議
す
故
に
即
ち
外
国
人
民
は
日
本
人
民
と
同
様
の
制
限
に
従
て
国
内
何
れ
の
地
た
り
と
も
随
意
に
旅
行
し
居
住

し
且
つ
動
産
不
動
産
を
所
有
し
商
売
産
業
を
営
な
む
の
自
由
を
許
与
せ
ん
こ
と
は
当
政
府
今
日
に
在
て
異
議
な
し）（（
（

」
等
と
、
外
国
人

が
日
本
の
法
律
（
法
令
）
に
服
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
外
国
人
に
も
日
本
国
内
へ
の
旅
行
、
居
住
、
動
産
・
不
動
産
の
所
有
、
営
業

を
認
め
、
国
内
を
開
放
す
る
用
意
が
あ
る
と
い
う
内
地
開
放
宣
言
で
あ
っ
た
。
こ
の
宣
言
は
各
国
か
ら
歓
迎
さ
れ
、
そ
の
後
の
会
議

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

六
月
十
五
日
の
会
議
で
、
井
上
は
、
各
国
委
員
に
対
し
、「
本
会
に
提
議
せ
ん
と
欲
す
る
事
項
あ
ら
ば
便
ち
各
自
の
之
を
開
陳
せ

ら
れ
ん
こ
と
を
求
む）（（
（

」
と
、
自
由
な
問
題
提
起
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
シ
エ
ン
キ
エ
ウ
ィ
ッ
ツ
（Joseph�A

dam
�Sienkiew

icz

）
仏
委
員
か
ら
、｢

文
学
或
は
美
術
上
の
出
版
権
、
専

売
権
及
び
商
標
保
護
の
事
に
就
て
は
欧
州
現
行
の
通
法
に
準
拠
し
て
其
取
締
の
為
適
宜
の
方
法
を
設
け
之
を
新
条
約
中
に
本
文
若
く

は
特
別
の
条
款
と
し
て
加
へ
ん
こ
と
を
当
議
会
に
於
て
審
議
あ
ら
ん
こ
と
を
請
ふ）（（
（

｣

と
、「
文
学
或
は
美
術
上
の
出
版
権
」、「
専
売

権
」（patents

）
（（
（

）、
商
標
の
保
護
に
つ
い
て
、
欧
州
諸
国
の
法
律
に
準
拠
し
た
規
定
を
条
約
中
若
し
く
は
特
別
の
条
款
に
加
え
る
こ
と

が
提
起
さ
れ
、
英
、
独
、
墺
、
伊
の
各
委
員
も
こ
れ
に
賛
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た）（（
（

。

　

と
り
わ
け
、
パ
ー
ク
ス
英
委
員
は
、
日
本
に
お
い
て
外
国
人
の
特
許
を
保
護
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
外
国
人
は

以
前
か
ら
被
害
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
、
日
本
人
に
よ
る
外
国
商
標
の
偽
造
も
後
を
絶
た
ず
、
損
害
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

相
当
の
処
罰
を
も
っ
て
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
、
日
本
の
現
状
を
厳
し
く
批
判
し
た）（（
（

。
後
日
、
英
商
標
偽
造
に
関
す
る
英
商
会

（M
essrs.�Cornes�&

�Co.

）
か
ら
の
苦
情
も
受
け）（（
（

、
こ
の
問
題
を
再
度
取
り
あ
げ
る
等）（（
（

、
同
英
委
員
は
厳
し
い
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
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な
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
井
上
は
、「
互
相
の
主
義
に
基
き
特
別
の
約
定
を
以
て
取
極
め
ざ
る
可
か
ら
ず
と
思
考
す）（（
（

」
と
回
答
し
、
条
約
改

正
交
渉
と
は
別
に
特
別
約
定
に
よ
っ
て
取
り
決
め
た
い
と
い
う
姿
勢
を
示
し
、
参
加
委
員
か
ら
は
特
に
異
論
が
出
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
予
備
会
議
に
お
い
て
、
知
的
財
産
権
の
保
護
が
初
め
て
問
題
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
フ

ラ
ン
ス
は
明
治
十
三
年
井
上
案
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
た
め
、
井
上
か
ら
自
由
な
問
題
提
起
を
促
さ
れ
る
と
、
早
速
問
題
提
起
す
る

こ
と
に
な
り
、
他
の
各
国
も
支
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

井
上
は
、
こ
の
問
題
は
別
立
て
で
交
渉
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
以
外
の
交
渉
を
優
先
さ
せ
る
意
向
を
示
し
、
各
国
か
ら
の
厳
し
い
追

及
を
か
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
背
景
に
は
、
そ
も
そ
も
国
内
法
制
度
の
整
備
が
十
分
に
追
い
付
い
て
い
な
い
と
い
う
現
状
が

あ
っ
た
。
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
農
商
務
省
で
は
、
欧
米
諸
国
か
ら
既
に
外
国
商
標
の
偽
造
に
つ
い
て
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
商
標
条
例
の
作
成
が
急
が
れ
て
い
た
が）（（
（

、
予
備
会
議
開
催
当
時
、
商
標
条
例
と
専
売
特
許

条
例
は
依
然
と
し
て
未
制
定
で
あ
っ
た
た
め
、
井
上
と
し
て
は
、
欧
米
諸
国
か
ら
知
的
財
産
権
の
保
護
を
要
求
さ
れ
た
と
し
て
も
、

少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
条
例
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
は
時
間
を
稼
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
予
備
会
議
に
お
い
て
は
、
こ
れ
以
上
本
格
的
な
話
し
合
い
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
交
渉

に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
二
）　
外
国
商
標
偽
造
事
件
に
対
す
る
日
本
の
姿
勢

　

予
備
会
議
に
お
い
て
、
右
の
よ
う
に
知
的
財
産
権
の
保
護
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
井
上
の
外
務
卿
就
任

直
後
か
ら
、
既
述
の
よ
う
に
、
欧
米
諸
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た
、
外
国
商
標
偽
造
に
関
す
る
苦
情
が
あ
っ
た
。
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例
え
ば
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
九
月
、
エ
ヴ
ァ
ー
ツ
米
国
務
長
官
か
ら
の
先
述
の
指
示
を
受
け
て
、
ビ
ン
ガ
ム
米
公
使
は
、

米
社
（M

essrs.�Fairbanks�&
�Co.

）
の
製
品
が
日
本
人
に
よ
っ
て
模
倣
さ
れ
、
“Fairbanks�Patent

”と
押
印
さ
れ
販
売
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、「
商
標
使
用
ヲ
制
禁
セ
シ
メ
ラ
ル
ヽ
様）（（
（

」、
日
本
政
府
に
要
求
し
て
い
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
井
上
は
、
伊
藤
内
務
卿
に
至
急
取
調
の
依
頼
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た）（（
（

。
井
上
と
し
て
は
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
不
満
を
緩
和
す
る
と
共
に
、
問
題
の
早
期
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
内
務
省

は
、
該
件
は
大
蔵
省
の
主
管
で
あ
る
た
め
、
一
度
同
省
に
問
い
合
わ
せ
を
行
う
よ
う
返
答
し
た）（（
（

。
外
国
商
標
偽
造
事
件
に
対
し
て
、

明
治
政
府
内
で
は
所
管
す
べ
き
官
庁
も
明
確
で
な
く
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
、
十
分
に
連
携
が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
外
務
省
は
、
再
度
、
内
務
省
に
対
し
て
、
該
件
は
地
方
、
営
業
に
関
係
す
る
問
題
で
あ
り
、
内
務
省
に
お
い
て
取
調
べ
を
行
う

こ
と
が
至
当
で
あ
る
と
し
て
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た）（（
（

。

　

結
局
、
伊
藤
は
取
調
べ
を
行
う
こ
と
を
了
承
し
、
同
年
十
一
月
、
伊
藤
か
ら
、
当
該
日
本
人
は
英
語
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
社
名
と
は
知
ら
ず
に
押
印
し
て
販
売
し
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
、
自
首
し
て
き
た
た
め
無
罪
と
し
、
当
該
模
倣
品
か

ら
“Fairbanks

”を
削
除
さ
せ
た
こ
と
、
今
後
も
厳
重
に
監
視
を
継
続
し
て
い
く
旨
の
報
告
が
入
る
と）（（
（

、
井
上
は
ビ
ン
ガ
ム
米
公
使

に
そ
の
旨
を
伝
え
る
こ
と
に
な
っ
た）（（
（

。

　

ビ
ン
ガ
ム
米
公
使
は
、
エ
ヴ
ァ
ー
ツ
米
国
務
長
官
か
ら
、
今
回
の
よ
う
な
日
本
人
に
よ
る
米
商
標
偽
造
を
取
り
締
ま
る
条
文
が
存

在
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
た
め）（（
（

、
関
係
者
の
処
罰
ま
で
を
求
め
る
こ
と
は
な
く
、
当
該
米
社
の
商
標
の
使
用
禁
止
だ

け
を
要
求
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
井
上
の
対
応
を
評
価
し）（（
（

、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
大
き
な
問
題
と
な
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

日
本
国
内
で
は
欧
米
諸
国
品
を
模
倣
す
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
以
後
も
外
国
商
標
偽
造
事
件
が
度
々
発

生
し
、
井
上
は
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
右
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
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の
不
満
を
最
小
限
に
留
め
、
急
場
を
凌
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

　

明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
九
月
、
ト
レ
ン
チ
（Pow

er�le�Poer�T
rench

）
英
代
理
公
使
は
、
日
本
人
が
英
社
（M

essrs.�

Cocking�&
�Co.

）
の
商
標
を
偽
造
し
、「
シ
ン　

コ
ッ
キ
ン
グ
」
と
い
う
社
名
で
、
当
該
英
社
の
薬
品
と
は
別
の
薬
品
に
偽
造
商
標

を
貼
付
し
販
売
し
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
日
英
間
に
お
い
て
発
生
し
た
二
つ
の
英
商
標
偽
造
事
件）（（
（

を
引
き
合
い
に
、「
偽
造
ヲ

停
止
シ
右
犯
罪
者
ヲ
捕
縛
シ
之
ヲ
罰
ス
ル
ニ
必
要
ノ
処
置
屹
ト
御
施
行
可
相
成）（（
（

」
と
、
偽
造
の
停
止
と
関
係
者
の
処
罰
を
日
本
政
府

に
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ト
レ
ン
チ
英
代
理
公
使
は
、
当
該
英
社
の
被
害
を
日
本
の
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
も
考
慮
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
外
交
手
段
を
用
い
た
背
景
に
は
、
日
本
の
裁
判
所
へ
の
手
続
き
は
概
し
て
時
間
を
要
し
、
そ
の
間
に
当
該
日
本
人
が
証
拠

隠
滅
を
図
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
英
社
も
多
く
の
証
拠
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
負
担

も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
先
の
英
商
標
偽
造
事
件
を
参
考
に
、
偽
造
の
停
止
と
関
係
者
の
処
罰
を
日
本
政
府
に
直
接
求
め
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
す
る
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
（Russell�Robertson

）
在
横
浜
領
事
の
意
見
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る）（（
（

。

　

し
か
し
、
か
か
る
要
求
は
、
日
本
外
務
省
で
は
困
惑
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、「
今
日
我
国
新

刑
法
ノ
実
施
ア
リ
テ
以
来
ハ
該
刑
法
中
明
文
ナ
キ
件
ハ
之
レ
ヲ
罰
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
現
ニ
同
刑
法
中
外
国
商
標
等
ノ
偽
造
使
用
ヲ
禁

シ
タ
ル
明
文
ナ
キ
ニ
於
テ
ヲ
ヤ）（（
（

」
と
、
こ
の
当
時
、
既
に
罪
刑
法
定
主
義
を
規
定
す
る
刑
法
（
旧
刑
法
）
が
施
行
さ
れ
て
い
た
た
め
、

今
回
の
よ
う
な
事
件
を
取
り
締
ま
る
規
定
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
関
係
者
を
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
先
の

英
商
標
偽
造
事
件
と
同
様
の
対
応
を
取
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
外
務
省
で
は
、「
該
商
標
ハ
啻
ニ
英
国
倫
敦
府
商
標
検
査
局
ニ
於
テ
公
然
登
簿
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
過
キ
ス
更
ニ
我

国
法
律
ノ
曽
テ
認
識
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
レ
ハ
我
国
人
之
レ
ヲ
贋
造
使
用
ス
ル
ト
雖
モ
決
シ
テ
我
国
法
ニ
抵
触
ス
ル
所
之
レ
ナ
ク
法
律

上
ノ
犯
罪
ニ
然
サ
ル
コ
ト
明
カ
ナ
レ
ハ
之
ヲ
罰
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
得
ヘ
ケ
ン
ヤ）（（
（

」
と
、
当
該
英
商
標
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
登
録
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
の
法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
今
回
の
事
件
は
日
本
の
法
律
に
抵
触
す
る
も
の
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で
は
な
い
と
い
う
強
硬
意
見
が
出
さ
れ
た
。
或
い
は
、「
英
公
使
ノ
請
求
ニ
応
シ
一
時
其
好
意
ヲ
得
ル
モ
其
国
政
府
ノ
之
レ
ヲ
監
査

ス
ル
ニ
至
ラ
ハ
却
テ
我
国
司
法
裁
判
上
ノ
信
用
ヲ
毀
損
シ
今
日
緊
要
ノ
問
題
タ
ル
条
約
改
正
ノ
件
ニ
迄
稍
々
影
響
ス
ル
所
ナ
シ
ト
ハ

保
シ
難
シ）（（
（

」
と
、
明
文
規
定
が
存
在
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
レ
ン
チ
英
代
理
公
使
の
要
求
に
応
じ
て
、
関
係
者
を
処
罰

す
る
こ
と
が
逆
に
日
本
の
司
法
制
度
へ
の
信
頼
度
を
低
下
さ
せ
、
条
約
改
正
交
渉
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
懸
念
も

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

結
局
、「
聊
カ
先
例
モ
ア
リ
且
ツ
我
国
ノ
商
標
剽
窃
ハ
道
徳
上
稍
々
咎
ム
ヘ
キ
所
ア
レ
ハ
公
使
ノ
苦
情
ニ
対
シ
交
際
上
ノ
礼
遇
ニ

出
テ
（
中
略
）
商
標
贋
造
使
用
ヲ
禁
製
セ
シ
ム
ル
ヨ
リ
外
カ
仕
方
ナ
カ
ル
ヘ
シ）（（
（

」
と
、
先
例
の
存
在
や
道
徳
的
観
点
、
更
に
は
「
交

際
上
ノ
礼
遇
」
の
観
点
か
ら
、
可
能
な
範
囲
で
ト
レ
ン
チ
英
代
理
公
使
の
要
求
に
応
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
外
務
省
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
要
求
に
対
し
て
、
明
文
規
定
が
存
在
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
係
者
を
処
罰
す
る
こ
と
の
利
益
・
不
利
益
と
、
刑
法
の

厳
格
な
運
用
の
観
点
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
要
求
を
拒
否
し
た
場
合
の
利
益
・
不
利
益
と
を
比
較
考
慮
し
、
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
最

大
限
の
対
応
を
講
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
外
交
問
題
化
を
避
け
、
条
約
改
正
交
渉
に
お
い
て
同
国
の
支
援
を
少
し
で
も
得
る
た
め
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
大
木
喬
任
司
法
卿
も
、「
民
事
裁
判
所
ニ
於
テ
差
止
ヲ
命
シ
賠
償
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
ハ
格
別
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
刑
事
上
ニ
於
テ

ハ
不
問
ニ
置
カ
サ
ル
ヲ
得
ス
ト
思
考
ス
但
本
件
ハ
実
際
弊
害
モ
有
之
候
ニ
付
処
罰
法
設
定
ノ
運
ニ
致
置
候）（（
（

」
と
し
た
。
民
事
は
と
も

か
く
、
刑
事
事
件
と
し
て
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
つ
つ
も
、
今
回
の
事
件
は
国
内
に
お
い
て
も
弊
害
が
あ
る
た
め
、
何
ら
か
の

規
定
を
設
け
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
と
、
外
務
省
に
理
解
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
外
務
省
は
内
務
省
に
対
し
て
、「
偽
造
之

商
標
ヲ
用
ヒ
販
売
候
者
有
之
候
ハ
ヽ
以
後
右
之
商
標
使
用
不
致
様
其
筋
ヨ
リ
諭
達
相
成
候
様
御
取
計
有
之
度）（（
（

」
と
、
関
係
者
に
当
該

英
商
標
を
使
用
し
な
い
よ
う
諭
達
す
る
こ
と
を
依
頼
し
た
。
関
係
者
の
処
罰
は
で
き
な
い
と
い
う
前
提
を
維
持
し
つ
つ
、
少
な
く
と

も
偽
造
行
為
を
止
め
さ
せ
る
努
力
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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し
か
し
、
調
査
に
着
手
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
取
調
べ
を
行
っ
た
時
、
既
に
関
係
品
は
売
却
さ
れ
、

関
係
者
の
手
元
に
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
彼
ら
に
「
戒
諭
致
シ
置
キ
候
外）（（
（

」
な
く
、
逆
に
綿
貫
吉
直
警
視
副
総
監
か
ら
、

「
商
標
条
例
速
ニ
御
創
定
不
相
成
候
テ
ハ
到
底
取
締
之
方
法
無
之）（（
（

」
と
、
法
制
度
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

結
局
、
井
上
は
、
ト
レ
ン
チ
英
代
理
公
使
に
対
し
て
、
刑
法
に
は
明
文
規
定
が
存
在
し
て
い
な
い
た
め
、
関
係
者
の
処
罰
は
困
難

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
予
備
会
議
で
提
案
さ
れ
た
商
標
保
護
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
未
だ
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
先
例

と
同
様
の
対
応
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
当
該
英
商
標
を
使
用
し
な
い
よ
う
関
係
者
に
諭
達
し
た
旨
を
説
明
し）（（
（

、
日
本
側
の
対
応
に

理
解
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
該
英
社
か
ら
は
、
十
分
な
評
価
を
得
る
に
は
至
ら
ず）（（
（

、
日
本
政
府
が
思
う
よ
う
な
結

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
井
上
は
、
外
務
卿
就
任
直
後
か
ら
、
外
国
商
標
偽
造
事
件
に
対
し
て
、
政
府
内
の
連
携
が
十
分
に
取
れ
て
い
な
い

中
で
、
少
し
で
も
欧
米
諸
国
の
不
満
を
緩
和
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
の
英
商
標
偽
造
事
件
で
は
、
刑
法

が
施
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
井
上
は
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
条
約
改
正
交
渉
に
お
い
て
、
悪
影
響
が
及
ん
で

し
ま
う
こ
と
を
最
小
限
に
抑
え
る
一
方
、
少
し
で
も
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
好
意
を
得
る
た
め
、
明
文
規
定
が
存
在
し
て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
政
治
的
判
断
に
よ
り
、
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
最
大
限
の
対
応
を
講
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
井
上
は
、
条
約

改
正
交
渉
に
お
い
て
、
か
か
る
外
国
商
標
偽
造
事
件
が
欧
米
諸
国
か
ら
の
圧
力
の
契
機
に
な
る
こ
と
を
最
も
懸
念
し
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
を
切
り
離
す
べ
く
、
極
力
局
地
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

（
三
）　
外
国
人
適
用
問
題
に
対
す
る
井
上
の
姿
勢

　

明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
六
月
、
専
売
特
許
条
例
の
制
定
作
業
を
進
め
て
い
た
農
商
務
省
は
、
作
成
中
の
専
売
特
許
条
例
案
に

つ
い
て
、
外
務
省
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た）（（
（

。
農
商
務
省
は
、「
専
売
特
許
法
ノ
制
定
以
前
ニ
於
テ
一
大
問
題
ヲ
断
言
セ
サ
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ル
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
何
ソ
ヤ
其
保
護
法
ヲ
内
国
人
ニ
止
ム
ル
ヲ
得
ヘ
キ
ヤ
否
ヤ
ノ
事
是
ナ
リ）（（
（

」
と
、
専
売
特
許
条
例
を
外
国
人
に

も
適
用
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
外
務
省
に
意
見
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
農
商
務
省
と
し
て
は
、「
専
売
特
許
ノ
保
護
ヲ
外

国
人
ニ
及
ス
モ
ノ
ト
セ
ハ
外
国
発
明
ノ
利
益
ハ
其
専
売
免
許
ノ
満
期
迄
悉
皆
外
人
ノ
専
有
ニ
帰
シ
本
邦
人
民
ノ
外
国
品
ヲ
模
造
ス
ル

ニ
当
リ
障
碍
ヲ
被
ム
ル
事
蓋
シ
鮮
少
ナ
ラ
サ
ル
ナ
リ
今
ニ
シ
テ
此
事
ア
ラ
シ
メ
ハ
本
邦
製
造
業
ヲ
促
進
ス
ル
ノ
途
ニ
於
テ
一
大
患
害

タ
ル
ハ
論
ヲ
俟
タ
ス
シ
テ
明
カ
ナ
リ）（（
（

」
と
し
た
。
外
国
人
に
も
専
売
特
許
条
例
を
適
用
し
た
場
合
、「
専
売
免
許
」（
特
許
）
の
満
期

ま
で
日
本
人
が
当
該
発
明
品
を
模
倣
す
る
こ
と
に
支
障
が
生
じ
、
国
内
製
造
業
に
大
き
な
弊
害
が
発
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し
、

そ
の
適
用
を
日
本
人
に
限
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
井
上
は
、「
外
人
ニ
専
売
免
許
法
ヲ
付
与
ス
ル
ト
否
ヤ
及
ヒ
我
専
売
免
許
法
ヲ
外
国
人
民
ノ
間
ニ
実
施
ノ
効
ヲ
有

セ
シ
ム
ル
ト
否
ヤ
ハ
特
約
ヲ
設
ク
ル
ノ
非
ラ
ザ
レ
バ
難
被
行
故
ニ
姑
ク
我
邦
人
ノ
ミ
ニ
施
行
ス
ベ
キ
モ
ノ）（（
（

」
と
、
外
国
人
に
も
特
許

を
与
え
る
こ
と
や
専
売
特
許
条
例
を
外
国
人
の
間
で
も
適
用
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
国
と
の
間
に
特
約
を
設
け
な
け
れ
ば
困

難
で
あ
る
た
め
、
暫
く
の
間
は
日
本
人
に
限
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
農
商
務
省
の
姿
勢
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
井
上
は
、
少
な
く
と
も
特
許
に
つ
い
て
は
、
在
留
外
国
人
に
も
与
え
る
こ
と
を
一
旦
は
検
討
し
て
い
た
。

　

と
い
う
の
も
、
先
述
の
農
商
務
省
に
対
す
る
回
答
の
草
稿
で
は
、「
全
ク
新
発
明
ノ
事
物
ニ
シ
テ
外
国
并
ニ
我
邦
ニ
公
用
セ
ラ
レ

タ
ル
コ
ト
無
キ
モ
ノ
ト
視
認
ス
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ニ
ハ
之
ニ
相
当
ノ
専
売
特
許
権
ヲ
付
与
ス
ル
モ
決
シ
テ
我
ニ
損
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
我

人
民
首
ト
シ
テ
之
ヲ
利
用
ス
ル
ヲ
得
ベ
ク
（
中
略
）
我
邦
ニ
在
留
ス
ル
外
人
ニ
専
売
ノ
特
権
ヲ
付
与
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
我
邦

内
ニ
在
ツ
テ
ハ
必
我
専
売
特
許
ノ
規
則
ヲ
遵
守
シ
凡
ソ
我
人
民
ノ
発
明
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
必
ス
犯
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
ニ
至
ラ
ン
（
中

略
）
之
ニ
専
売
ノ
特
権
ヲ
付
与
セ
ズ
ト
セ
ン
カ
彼
或
ハ
我
人
民
ノ
専
売
特
許
ヲ
得
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
拘
ワ
ラ
ズ
其
居
留
地
内
ニ
在
ツ
テ

恣
ニ
模
造
擬
作
ス
ル
ニ
至
ル
モ
亦
不
可
知
此
ノ
如
ク
ナ
ル
ト
キ
ハ
専
売
特
許
法
ヲ
設
ク
ル
モ
啻
ニ
益
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
却
テ
内
外
人

ノ
間
ニ
偏
頗
殊
別
ナ
ル
不
快
ノ
感
触
ヲ
生
起
セ
シ
ム
ル
ニ
過
キ
ザ
ル
ヘ
シ）（（
（

」
と
、
記
述
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
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つ
ま
り
、
在
留
外
国
人
の
発
明
で
あ
っ
て
も
、
全
く
の
新
発
明
で
あ
り
国
内
外
に
お
い
て
公
用
で
な
い
場
合
に
、
こ
の
発
明
に
対

し
て
特
許
を
与
え
る
こ
と
は
、
日
本
人
が
真
っ
先
に
こ
の
発
明
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
必
ず
し
も
日
本
側
に
は
損
失
で

は
な
い
。
ま
た
、
在
留
外
国
人
に
特
許
を
付
与
し
た
と
し
て
も
、
彼
ら
は
必
ず
専
売
特
許
条
例
を
遵
守
し
、
日
本
人
の
発
明
を
侵
害

す
る
は
ず
も
な
い
。
逆
に
彼
ら
に
特
許
を
与
え
な
い
場
合
は
居
留
地
に
お
い
て
模
倣
が
横
行
し
、
専
売
特
許
条
例
を
制
定
す
る
利
益

が
失
わ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
内
外
人
間
に
不
公
平
感
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
し
、
国
内
外
で
公
知
・
公
用
で
な
い
場
合
は
、

在
留
外
国
人
に
限
っ
て
特
許
を
与
え
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

井
上
が
こ
う
し
た
考
え
を
巡
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
農
商
務
省
の
専
売
特
許
条
例
案
を
審
査
し
た
委
員
（
近
藤
眞
鋤
、

柳
谷
謙
太
郎
、
栗
野
慎
一
郎
）
に
よ
る
、
在
留
外
国
人
に
も
専
売
特
許
条
例
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
は
、「
外
国
人
ノ
我
発
明
専
売
特
許
ヲ
犯
シ
我
製
造
品
ヲ
模
造
擬
作
シ
テ
之
ヲ
輸
入
シ
或
ハ
居
留
地
ニ
於
テ
之
ヲ
販
売
ス
ル
者

ア
ル
ト
キ
ハ
如
何
之
ヲ
処
分
ス
ル
ヤ
否
ヤ
ニ
至
テ
ハ
頗
ル
緊
要
ノ
問
題
ナ
リ
（
中
略
）
所
謂
治
外
法
権
ノ
存
ス
ル
間
ハ
之
ガ
懲
罰
ヲ

下
シ
之
カ
損
害
ヲ
要
償
ス
ル
ニ
難
ケ
レ
ハ
能
ク
此
ノ
予
防
ヲ
ナ
サ
ヽ
レ
ハ
此
条
例
モ
亦
遂
ニ
徒
法
ニ
属
ス
ル
ノ
恐
ナ
キ
能
ハ
サ
ル
ナ

リ
由
是
観
之
発
明
専
売
条
例
ハ
寧
ロ
日
本
人
ニ
限
ラ
ン
ヨ
リ
モ
他
ノ
遊
猟
規
則
等
ノ
如
ク
居
留
ノ
外
国
人
ニ
モ
其
便
益
ヲ
与
ヘ
テ
条

例
ヲ
遵
奉
セ
シ
メ
（
中
略
）
未
タ
外
国
ノ
発
明
専
売
権
ヲ
有
セ
サ
ル
真
正
ノ
発
明
者
ニ
限
リ
特
許
ス
ヘ
シ
ト
ノ
一
条
款
ヲ
以
テ
該
条

例
中
ノ
一
大
原
則
ト
為
ス
ニ
至
ラ
ハ
右
点
ノ
擬
題
ハ
其
ノ
得
失
多
弁
ヲ
費
サ
ス
シ
テ
知
ル
ヘ
シ
（
中
略
）
我
国
内
ニ
在
ル
外
国
人
ニ

ハ
此
特
許
ヲ
及
ホ
ス
者
ト
ナ
シ
条
例
発
行
前
各
国
公
使
ト
内
々
協
議
シ
犯
者
必
罰
ノ
取
極
ナ
カ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス）（（
（

」
と
、

在
留
外
国
人
が
日
本
人
の
特
許
を
侵
害
し
た
場
合
が
特
に
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
現
段
階
に
お
い
て
は
彼
ら
を
取
り
締
ま
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
専
売
特
許
条
例
を
制
定
す
る
利
益
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
し
て
、
外
国
に
お
い
て
未
だ
特
許
が
取
得
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
条
件
に
、「
遊
猟
規
則）（（
（

」（
遊
猟
問
題
）
と
同
様
に
、
む
し
ろ
彼
ら
に
も
特
許
を
与
え
、
専
売
特
許
条
例
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。
違
反
し
た
在
留
外
国
人
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
同
条
例
が
「
発
行
」（
布
告
）
さ
れ
る
前
ま
で
に
、
別
途
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各
国
と
の
間
で
協
議
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
た
。

　

審
査
委
員
は
、
遊
猟
問
題
の
よ
う
に
、
日
本
の
法
令
に
違
反
し
た
在
留
外
国
人
に
対
処
で
き
な
い
と
い
う
事
態
を
最
も
懸
念
し
て

い
た
た
め
、
農
商
務
省
と
は
反
対
に
、
専
売
特
許
条
例
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
む
し
ろ
彼
ら
に
も
同
条
例
を
適
用
し

よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
審
査
委
員
は
、
在
留
外
国
人
に
出
版
条
例
を
適
用
し
よ
う
と
し
た
明
治
十
三
年
井
上
案
と
同
様
、

専
売
特
許
条
例
に
つ
い
て
も
、
彼
ら
の
特
許
を
保
護
し
よ
う
と
い
う
目
的
か
ら
で
は
な
く
、
彼
ら
の
発
明
品
に
規
制
を
加
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

井
上
は
、
こ
う
し
た
報
告
に
基
づ
き
、
先
述
の
よ
う
な
草
稿
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
井
上
は
、
審
査
委
員
と
は

異
な
る
目
的
か
ら
、
在
留
外
国
人
に
も
専
売
特
許
条
例
を
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
国
内
産
業
の
発
展
と
い

う
目
的
で
あ
っ
た
。
井
上
は
、
審
査
委
員
が
最
も
懸
念
し
て
い
た
、
在
留
外
国
人
が
日
本
人
の
特
許
を
侵
害
す
る
事
態
は
起
こ
り
難

い
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
国
内
外
で
公
知
・
公
用
で
な
い
場
合
に
、
在
留
外
国
人
に
も
特
許
を
与
え
る
こ
と
は
、
国
内
産
業
の
発

展
に
利
益
を
も
た
ら
す
と
も
考
え
て
い
た
。
欧
米
諸
国
よ
り
も
先
に
日
本
に
お
い
て
新
技
術
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。
井
上
は
、
明
治
十
三
年
井
上
案
に
お
い
て
出
版
条
例
を
適
用
し
よ
う
と
し
た
場
合
と
は
異
な
り
、
在
留
外
国
人
を
取
り

締
ま
る
た
め
だ
け
に
専
売
特
許
条
例
を
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
国
内
産
業
の
発
達
を
目
的
に
、
真
っ
先
に
日

本
で
新
発
明
技
術
を
公
開
し
た
こ
と
の
代
償
と
し
て
、
彼
ら
の
特
許
を
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
井
上
は
、
新
技
術
を
公
開
し
た

代
償
と
し
て
特
許
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
特
許
制
度
の
趣
旨
に
対
し
て
、
農
商
務
省
や
審
査
委
員
よ
り
も
理
解
を
示
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
井
上
は
、
こ
う
し
た
考
え
を
翻
し
、
専
売
特
許
条
例
の
外
国
人
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
暫
く
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
し
、

い
ず
れ
適
切
な
時
期
に
外
交
交
渉
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
判
断
し
た
い
と
い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

井
上
は
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
八
月
に
提
示
す
る
覚
書
に
お
い
て
、
特
許
等
の
保
護
に
関
す
る
交
渉
に
つ
い
て
は
、
条
約
改
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正
後
ま
で
延
期
し
た
い
と
い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
明
治
十
九
年
五
月
井
上
案
に
お
い
て
、
特
許
の
保
護
に
つ
い
て
、

事
前
に
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
で
同
意
し
な
が
ら
も
結
局
は
規
定
し
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
農
商
務
省
が
慎
重
姿
勢
を
示
し
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
外
国
人
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
時
期
尚
早
と
判
断
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
特
許
等
の
保
護
は
外
交

手
段
の
一
つ
と
し
て
次
第
に
認
識
さ
れ
、
井
上
か
ら
条
約
改
正
交
渉
に
先
行
し
て
交
渉
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
低
減
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
四
）　
パ
リ
条
約
、
ベ
ル
ヌ
条
約
に
対
す
る
日
本
の
姿
勢

　

一
方
、
国
際
社
会
で
は
、
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
枠
組
み
作
り
を
進
め
る
た
め
、
会
議
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
日
本
政
府
に
対
し
て
も
参
加
の
勧
誘
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
六
月
、
パ
リ
条
約
に
関
す
る
国
際
会
議
を
主
催
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ケ
ッ
ト
（Guillaum

e�de�

Roquette

）
公
使
か
ら
、
パ
リ
条
約
へ
の
加
盟
が
勧
誘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）（（
（

。
フ
ラ
ン
ス
は
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
十
一

月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
最
初
の
公
式
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
パ
リ
条
約
草
案
を
各
国
に
送
付
す
る
と
共
に
、
次
回
の
会
議
へ

の
参
加
を
広
く
呼
び
か
け
て
い
た
。

　

し
か
し
、
河
野
敏
鎌
農
商
務
卿
は
、「
商
標
条
例
発
明
専
売
法
等
ノ
制
定
必
要
ナ
ル
秋
ニ
有
之
目
下
右
方
法
取
調
中
ニ
御
座
候
尤

モ
他
日
該
方
法
施
行
候
共
発
明
専
売
権
保
護
ノ
如
キ
ハ
未
タ
外
国
ト
其
約
ヲ
立
ル
ノ
場
合
ニ
至
ル
可
ラ
ス
固
テ
今
般
各
国
ノ
委
員
ヨ

リ
請
求
ス
ル
加
入
之
義
ハ
然
諾
難
致
ト
存
候）（（
（

」
と
、
拒
否
し
た
。
商
標
条
例
と
専
売
特
許
条
例
は
現
在
作
成
中
で
あ
り
、
た
と
え
両

条
例
を
施
行
し
た
と
し
て
も
、
と
り
わ
け
特
許
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
外
国
と
の
間
で
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
パ
リ
条

約
へ
の
加
盟
を
承
諾
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
上
野
景
範
外
務
大
輔
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
仏
公
使
に
対
し
て
、「
商
標
条
例
発
明
専
売
法
等
取
調
中
ニ
而
未
タ
外
国
ト
立
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約
之
場
合
ニ
ハ
難
至
仍
而
目
下
該
会
議
約
定
中
ヘ
加
入
儀
ニ
付
テ
モ
御
来
意
ニ
応
シ
兼
候）（（
（

」
と
、
商
標
条
例
及
び
専
売
特
許
条
例
が

作
成
中
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
パ
リ
条
約
へ
の
加
盟
拒
否
を
伝
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
九
月
に
も
、
マ
ル
チ
ノ
（Renato�de�M

artino

）
伊
公
使
か
ら
、
翌
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
四
月

に
ロ
ー
マ
に
お
い
て
、
パ
リ
条
約
の
改
正
に
関
す
る
会
議
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
同
条
約
へ
の
加
盟
が
勧
誘
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た）（（
（

。
し
か
し
、
西
郷
従
道
農
商
務
卿
は
、「
条
約
中
第
五
条
ノ
如
キ
ハ
本
邦
今
日
ノ
状
況
ニ
在
テ
ハ
頗
ル
不
利）（（
（

」
と
、
特

許
製
品
の
輸
入
に
よ
る
特
許
喪
失
に
関
し
て
規
定
し
た
同
条
約
第
五
条
を
理
由
に
、
依
然
と
し
て
加
盟
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
。

こ
の
た
め
、
井
上
は
、「
専
売
特
許
条
例
施
行
ノ
日
猶
浅
ク
所
務
未
タ
充
分
整
頓
不
致）（（（
（

」
と
、
専
売
特
許
条
例
の
施
行
か
ら
間
も
な

い
こ
と
を
理
由
に
拒
否
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ベ
ル
ヌ
条
約
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
二
月
、
同
条
約
に
関
す
る
国
際
会
議
を
主
催
す
る
ス
イ
ス
の
ウ
ォ
ル
フ

（A
.�W
olff

）
総
領
事
か
ら
、
同
条
約
へ
の
加
盟
が
勧
誘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）（（（
（

。

　

し
か
し
、
山
縣
有
朋
内
務
卿
は
、「
国
勢
ノ
進
歩
同
等
ノ
地
位
ニ
在
ラ
ス
シ
テ
ハ
其
利
ヲ
見
ル
能
ハ
ス
北
米
合
衆
国
ノ
如
キ
モ
未

ダ
右
等
ノ
条
約
施
行
致
サ
丶
ル
位
ニ
候）（（（
（

」
と
、
日
本
と
欧
州
諸
国
と
は
「
国
勢
ノ
進
歩
」
が
同
等
で
な
い
た
め
、
加
盟
す
る
利
益
が

見
出
せ
ず
、
ア
メ
リ
カ
も
加
盟
し
て
い
な
い
と
し
て
、
否
定
的
な
姿
勢
を
示
し
た
。
大
木
喬
任
文
部
卿
も
「
彼
ニ
ハ
益
ア
ル
ベ
キ
モ

我
ニ
ハ
益
ス
ル
所
ナ
ク
百
般
ノ
事
業
上
不
便
不
少
儀
ト
存
候）（（（
（

」
と
、
山
縣
内
務
卿
と
同
様
の
姿
勢
を
示
し
、
更
に
は
、
西
郷
従
道
農

商
務
卿
も
「
未
タ
美
術
上
ノ
著
作
権
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
法
規
無
之
ニ
付
勢
加
盟
御
応
諾
難
相
成
ハ
勿
論
假
令
右
法
規
制
定
之
期
ニ
至
ル

モ
尚
宜
ク
審
按
ヲ
要
ス
ヘ
キ
義
ト
存
候）（（（
（

」
と
、
現
在
「
美
術
上
ノ
著
作
権）（（（
（

」
を
保
護
す
る
法
令
は
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
制
定

し
た
と
し
て
も
加
盟
は
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
様
に
加
盟
に
否
定
的
な
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
吉
田
清
成
外
務
大
輔
は
、
ウ
ォ
ル
フ
瑞
西
総
領
事
に
対
し
て
、「
制
度
未
ダ
完
備
ニ
至
ラ
ス）（（（
（

」
等
と
、
様
々
な
断
り

文
句
を
考
え
た
末
に
、
結
局
、「
篤
ト
加
熟
考
候
処
右
ハ
他
人
ノ
著
作
権
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
旨
趣
ニ
シ
テ
固
ヨ
リ
美
挙
ト
ハ
確
信
候
ヘ
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共
我
政
府
ハ
乍
遺
憾
御
企
図
之
会
議
ニ
加
盟
致
兼
候）（（（
（

」
と
、
他
人
の
著
作
権
を
保
護
す
る
と
い
う
条
約
の
趣
旨
は
確
か
に
「
美
挙
」

で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
加
盟
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
だ
け
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
後
も
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
か
ら
翌
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
に
か
け
て
、
ス
イ
ス
か
ら
度
々
加
盟
が
勧
誘
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が）（（（
（

、
い
ず
れ
に
対
し
て
も
、
井
上
は
、「
乍
遺
憾
該
会
議
ニ
ハ
加
入
難
致）（（（
（

」、「
乍
遺
憾
右
御
企
図
之
会
議
ニ
参
同

致
兼
候）（（（
（

」
等
と
、
拒
否
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
際
社
会
で
は
、
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
枠
組
み
作
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
政
府
に
対
し
て
も
、

パ
リ
条
約
、
ベ
ル
ヌ
条
約
へ
の
加
盟
が
度
々
促
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
拒
否
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
農
商

務
省
等
の
政
府
内
に
お
け
る
慎
重
姿
勢
の
た
め
で
あ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
外
務
省
内
に
も
、「
万
国
版
権
免
許
設
立
ノ
企
挙
ア
リ
タ

ル
ト
ハ
了
知
ス
ル
所
ナ
レ
ト
モ
万
国
発
明
専
売
特
許
法
設
立
ノ
企
テ
ア
リ
タ
ル
事
ハ
未
タ
曽
テ
聞
知
セ
サ
ル
所
ナ
リ
若
シ
万
一
之
レ

ア
ル
モ
実
際
行
ハ
レ
難
キ
議
論
タ
ル
明
瞭
ナ
リ）（（（
（

」
と
、
少
な
く
と
も
パ
リ
条
約
に
つ
い
て
は
、
成
立
す
る
事
自
体
に
懐
疑
的
な
姿
勢

を
示
す
意
見
も
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
政
府
は
、
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
国
際
的
な
枠
組
み
作
り
に
対
し
て
冷

淡
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
パ
リ
条
約
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
に
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
会
議
を
主
催
し
た
フ
ラ

ン
ス
に
お
い
て
す
ら
、
同
条
約
に
よ
っ
て
大
き
な
損
失
を
受
け
る
等
と
し
て
、
激
し
い
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
加
盟
国
内

に
も
同
条
約
に
対
す
る
反
対
論
が
根
強
く
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
同
条
約
に
は
自
国
法
と
相
容
れ
な
い
点
が

含
ま
れ
る
と
し
て
、
個
別
的
な
二
国
間
条
約
に
よ
っ
て
、
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
国
も
あ
り
、
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年

頃
ま
で
は
十
分
に
は
定
着
し
て
い
な
か
っ
た）（（（
（

。

　

勿
論
、
園
田
孝
吉
倫
敦
領
事
の
よ
う
に
、「
近
頃
欧
州
ニ
於
テ
本
邦
之
器
物
模
様
（
假
令
ハ
花
鳥
富
士
山
其
他
紋
形
等
）
頗
ル
流
行

百
般
之
器
物
装
飾
具
壁
紙
等
ヘ
使
用
シ
間
接
ニ
我
商
業
ヘ
影
響
ヲ
及
ホ
シ
候
懸
念
不
少
（
中
略
）
彼
我
之
権
理
御
保
護
相
成
候
ハ
商
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工
業
ヲ
勧
奨
ス
ル
ニ
最
モ
必
要
之
義
ト
愚
考
候）（（（
（

」
と
、
近
年
欧
州
諸
国
で
は
日
本
品
が
流
行
し
、
こ
れ
ら
の
模
倣
品
も
出
現
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
保
護
す
る
た
め
に
も
条
約
へ
加
盟
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
存
在
し
て
い
た
が
、

政
府
内
で
は
主
流
を
占
め
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
日
本
外
務
省
は
、
出
来
る
限
り
穏
便
に
拒
否
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
加
盟
し
な
い
こ
と
に
よ
る
現
実
的
な
利
益
を

確
保
し
た
い
と
い
う
思
惑
と
、
こ
の
時
点
で
は
、
条
約
改
正
交
渉
へ
の
影
響
に
つ
い
て
必
ず
し
も
明
確
に
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
も
の
の
、
勧
誘
を
拒
否
す
る
こ
と
に
よ
り
、
欧
米
諸
国
の
対
日
感
情
を
悪
化
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
思
惑
と
の
狭
間
で
苦
慮
し
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。

（
1
）　

本
研
究
で
は
、
知
的
財
産
基
本
法
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
従
い
、
知
的
財
産
と
は
、
発
明
、
考
案
、
植
物
の
新
品
種
、

意
匠
、
著
作
物
そ
の
他
の
人
間
の
創
造
的
活
動
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
も
の
（
発
見
又
は
解
明
が
さ
れ
た
自
然
の
法
則
又
は
現
象
で
あ
っ

て
、
産
業
上
の
利
用
可
能
性
が
あ
る
も
の
を
含
む
。）、
商
標
、
商
号
そ
の
他
事
業
活
動
に
用
い
ら
れ
る
商
品
又
は
役
務
を
表
示
す
る
も
の

及
び
営
業
秘
密
そ
の
他
の
事
業
活
動
に
有
用
な
技
術
上
又
は
営
業
上
の
情
報
を
い
い
、
知
的
財
産
権
と
は
、
特
許
権
、
実
用
新
案
権
、
育

成
者
権
、
意
匠
権
、
著
作
権
、
商
標
権
そ
の
他
の
知
的
財
産
に
関
し
て
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
権
利
又
は
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
に

係
る
権
利
を
い
う
。

　
　

以
下
、
本
研
究
に
お
い
て
対
象
と
す
る
の
は
、
特
許
権
、
商
標
権
、
意
匠
権
及
び
著
作
権
の
四
権
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
四
権
を
ま
と

め
て
指
す
と
き
に
は
、「
知
的
財
産
権
」
と
い
う
。

（
2
）　A

dam
s�to�Iw

akura�T
om
om
i,�O
ctober�21,�1871.

（
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
「
商
標
偽
造
関
係
雑
件
」（
第
三
門
第
五
類
第
六

項
第
二
号
）
第
一
巻
。
以
下
、「
商
標
偽
造
関
係
雑
件
」
と
省
略
。）

（
（
）　

日
英
通
商
航
海
条
約
第
十
七
条
は
以
下
の
通
り
（『
法
令
全
書
』
明
治
二
十
七
年
八
月
二
十
七
日
勅
令
無
号
）。

第
十
七
条

　

両
締
盟
国
ノ
一
方
ノ
臣
民
ハ
他
ノ
一
方
ノ
版
図
内
ニ
於
テ
法
律
ニ
定
ム
ル
所
ノ
手
続
ヲ
履
行
ス
ル
ト
キ
ハ
専
売
特
許
、
商
標
及
意
匠
ニ
関
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シ
内
国
臣
民
ト
同
一
ノ
保
護
ヲ
受
ク
ヘ
シ

（
（
）　

本
研
究
で
は
、
パ
リ
条
約
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
改
正
第
一
条
第
二
項
第
三
項
の
規
定
に
従
い
、
工
業
所
有
権
の
保
護
は
、
特
許
、
実
用

新
案
、
意
匠
、
商
標
、
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ク
、
商
号
、
原
産
地
表
示
又
は
原
産
地
名
称
及
び
不
正
競
争
の
防
止
に
関
す
る
も
の
と
し
、
ま

た
、
工
業
所
有
権
の
語
は
、
最
も
広
義
に
解
釈
す
る
も
の
と
し
、
本
来
の
工
業
及
び
商
業
の
み
な
ら
ず
、
農
業
及
び
採
取
産
業
の
分
野
並

び
に
製
造
し
た
又
は
天
然
の
す
べ
て
の
産
品
（
例
え
ば
、
ぶ
ど
う
酒
、
穀
物
、
た
ば
こ
の
葉
、
果
実
、
家
畜
、
鉱
物
、
鉱
水
、
ビ
ー
ル
、

花
、
穀
粉
）
に
つ
い
て
も
用
い
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。�

　
　

尚
、
本
研
究
が
対
象
と
す
る
時
期
の
パ
リ
条
約
に
は
、
第
一
条
、
第
二
条
、
及
び
議
定
書
第
一
、
第
二
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
規

定
さ
れ
て
い
る
（
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
「
工
業
所
有
権
保
護
万
国
同
盟
一
件
」（
第
二
門
第
九
類
第
五
項
第
四
号
）
第
一
巻
）。

A
RT
ICLE�I.

　

T
he�Governm

ents�of�Belgium
,�Brazil,�Spain,�France,�Guatem

ala,�Italy,�H
olland,�Portugal,�Salvador,�Servia,�and�

Sw
itzerland�constitute�them

selves�into�a�U
nion�for�the�protection�of�Industrial�Property.

A
RT
ICLE�II.

　

T
he�subjects�or�citizens�of�each�of�the�Contracting�States�shall,�in�all�the�other�States�of�the�U

nion,�as�regards�
patents,�industrial�designs�or�m

odels,�trade-m
arks�and�trade�nam

es,�enjoy�the�advantages�that�their�respective�
law
s�now

�grant,�or�shall�here-after�grant,�to�their�ow
n�subjects�or�citizens.

　

Consequently,�they�shall�have�the�sam
e�protection�as�the�latter,�and�the�sam

e�legal�rem
edy�against�any�

infringem
ent�of�their�rights,�provided�they�observe�the�form

alities�and�conditions�im
posed�on�subjects�or�

citizens�by�the�internal�legislation�of�each�State.

　

1.�T
he�w

ords�

“Industrial�Property

”�are�to�be�understood�in�their�broadest�sense�;�they�are�not�apply�sim
ply�to�

industrial�products�properly�so�called,�but�also�to�agricultual�products

（w
ines,�corn,�fruits,�cattle,�&

c.,

）,�and�to�
m
ineral�products�em

ployed�in�com
m
erce

（m
ineral�w

aters,�&
c.

）.

　

2.�U
nder�the�w

ord�

“patents

”�are�com
prised�the�various�kinds�of�industrial�patents�recognized�by�the�

legislation�of�each�of�the�Contracting�States,�such�as�im
portation�patents,�im

provem
ent�patents,�&

c.
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パ
リ
条
約
第
一
条
及
び
第
二
条
で
は
、
“Industrial�Property

”の
保
護
は
、
特
許
、
意
匠
、
商
標
、
商
号
に
関
す
る
も
の
と
す
る
旨

が
規
定
さ
れ
、
議
定
書
第
一
及
び
第
二
で
は
、
“Industrial�Property

”の
語
は
、
最
も
広
義
に
解
釈
す
る
も
の
と
し
、
工
業
品
だ
け
で

な
く
、
農
業
品
（
ぶ
ど
う
酒
、
穀
物
、
果
実
、
家
畜
等
）
や
、
採
取
産
業
品
（
鉱
水
等
）
に
つ
い
て
も
用
い
ら
れ
る
も
の
と
し
、

“patents

”の
語
は
、
輸
入
特
許
や
改
良
特
許
等
、
各
同
盟
国
の
法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
様
々
な
工
業
特
許
を
含
む
旨
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。

　
　

ま
た
、
本
研
究
が
対
象
と
す
る
時
期
の
日
本
外
交
文
書
に
は
、
“industrial�property

”や
“propriété�industrielle

”の
訳
語
と
し

て
、
当
初
は
、「
製
造
上
所
有
ノ
権
」（
明
治
十
四
年
六
月
三
日
付
井
上
外
務
卿
宛
仏
国
公
使
書
簡
訳
文
（
外
務
省
編
纂
『
日
本
外
交
文

書
』
第
十
四
巻
（
日
本
国
際
連
合
協
会
、
昭
和
二
十
六
年
）、
八
六
号
、
二
三
六
頁
）
等
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
「
工

業
所
有
権
」（
明
治
十
八
年
九
月
二
十
七
日
付
井
上
外
務
卿
宛
伊
国
公
使
書
簡
訳
文
（
外
務
省
編
纂
『
外
交
文
書
』
第
十
八
巻
（
日
本
国

際
連
合
協
会
、
昭
和
二
十
五
年
）、
二
三
九
号
、
四
一
〇
―
四
一
一
頁
）
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
、
個
人
的
な
や
り
取
り
を
行
う
書
簡

（
後
掲
註
（
一
七
一
））
等
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
本
研
究
で
は
、
引
用
文
の
表
記
の
ま
ま
、「
工
業
所
有
権
」
と
い
う
用

語
を
使
用
す
る
。

（
5
）　

明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
三
月
二
十
日
、
パ
リ
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
等
の
十
一
カ
国
（
仏
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、
伊
、
蘭
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
イ
ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
グ
ァ
テ
マ
ラ
、
サ
ル
バ
ド
ル
、
セ
ル
ビ
ア
）
に
よ
っ
て
調
印
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
十
九
（
一

八
八
六
）
年
に
ロ
ー
マ
に
お
い
て
第
一
回
改
正
会
議
が
、
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
及
び
翌
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
に
マ
ド

リ
ッ
ド
に
お
い
て
第
二
回
改
正
会
議
が
、
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
及
び
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
ブ
ラ
ッ
セ
ル
に
お
い
て
第

三
回
改
正
会
議
が
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

　
　

イ
ギ
リ
ス
は
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
、
ア
メ
リ
カ
は
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
に
、
ド
イ
ツ
は
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）

年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
加
盟
し
て
い
る
。

（
6
）　

明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
九
月
九
日
、
ベ
ル
ヌ
に
お
い
て
、
ス
イ
ス
等
の
十
カ
国
（
ス
イ
ス
、
仏
、
ベ
ル
ギ
ー
、
独
、
英
、
ス
ペ

イ
ン
、
伊
、
ハ
イ
チ
、
リ
ベ
リ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）
に
よ
っ
て
調
印
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
パ
リ
に
お
い

て
第
一
回
改
正
会
議
が
、
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
第
二
回
改
正
会
議
が
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

　
　

ア
メ
リ
カ
は
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
加
盟
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
加
盟
が
遅
れ
た
理
由
と
し
て
、
ベ
ル
ヌ
条
約
で
は
無
方
式
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主
義
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
木
棚
照
一
「
知
的
財
産
法
の
統
一
に
関
す
る
沿
革
的
考
察
」（
小
野
昌
延
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

刊
行
事
務
局
編
『
知
的
財
産
法
の
系
譜　

小
野
昌
延
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
二
年
））、
一
三
頁
）。

（
7
）　

日
英
通
商
航
海
条
約
付
属
議
定
書
第
三
は
以
下
の
通
り
（『
法
令
全
書
』
明
治
二
十
七
年
八
月
二
十
七
日
勅
令
無
号
）。

　
　

第
三

　

日
本
国
政
府
ハ
日
本
国
ニ
於
ケ
ル
大
不
列
顛
国
領
事
裁
判
権
ノ
廃
止
ニ
先
タ
チ
工
業
ノ
所
有
権
及
版
権
ノ
保
護
ニ
関
ス
ル
列
国
同
盟
条
約

ニ
加
入
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
ス

（
8
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
三
十
二
年
三
月
一
日
法
律
第
三
六
号
、
法
律
第
三
七
号
、
法
律
第
三
八
号
、
同
年
三
月
三
日
法
律
第
三
九
号
、

同
年
六
月
二
十
七
日
勅
令
第
三
一
三
号
。

（
9
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
三
十
二
年
七
月
十
二
日
勅
令
無
号
、
同
年
七
月
十
三
日
外
務
省
告
示
第
九
号
。

（
10
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
三
十
二
年
六
月
十
四
日
勅
令
第
二
五
一
号
。

（
11
）　

但
し
、
工
業
所
有
権
に
つ
い
て
は
、
日
独
通
商
航
海
条
約
を
受
け
て
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
十
一
月
の
農
商
務
省
令
第
九

号
に
よ
り
、
外
国
人
に
も
権
利
付
与
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
詳
細
な
経
緯
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。
農
商
務
省
令
第
九
号

は
以
下
の
通
り
（『
法
令
全
書
』
明
治
二
十
九
年
十
一
月
二
十
日
農
商
務
省
令
第
九
号
）。

第
一
条　

外
国
在
住
者
ニ
シ
テ
発
明
ノ
特
許
、
意
匠
、
商
標
ノ
登
録
ニ
関
シ
出
願
又
ハ
請
求
ヲ
為
ス
ト
キ
ハ
帝
国
内
ニ
在
住
ス
ル
者
ヲ
以

テ
代
人
ト
ナ
シ
委
任
状
ヲ
提
出
ス
ヘ
シ

第
二
条　

外
国
人
ニ
シ
テ
特
許
又
ハ
登
録
ニ
関
シ
出
願
又
ハ
請
求
ヲ
為
ス
ト
キ
ハ
其
願
書
又
ハ
請
求
書
ニ
国
籍
証
明
書
ヲ
添
付
ス
ヘ
シ

第
三
条　

願
書
、
明
細
書
、
請
求
書
其
他
届
書
類
ハ
日
本
文
ニ
テ
認
ム
ヘ
シ

第
四
条　

代
人
委
任
状
国
籍
証
明
書
等
外
国
文
ニ
テ
認
メ
ア
ル
モ
ノ
ハ
其
訳
文
ヲ
添
付
ス
ヘ
シ

　
　
　

明
治
二
十
九
年
十
一
月
二
十
日　
　
　
　
　
　

農
商
務
大
臣
子
爵
榎
本
武
揚

（
12
）　

外
務
省
調
査
局
監
修
・
日
本
学
術
振
興
会
編
纂
『
条
約
改
正
関
係　

日
本
外
交
文
書　

会
議
録
』（
以
下
、『
会
議
録
』
と
省
略
）

（
日
本
国
際
連
合
協
会
、
昭
和
二
十
三
年
）、
一
一
六
四
頁
。

　
　

尚
、
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
七
月
の
条
約
改
正
会
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
条
約
改
正
草
案
（「
通
商
及
航
海
条
約
草
案
」）
第
三

条
に
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
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第
三
条

　

締
盟
国
ノ
一
方
ノ
臣
民
或
ハ
人
民
ハ
他
ノ
一
方
ノ
版
図
内
ニ
在
テ
ハ
法
律
ニ
於
テ
定
ム
ル
所
ノ
手
続
ヲ
履
行
ス
ル
ト
キ
ハ
専
売
特
許
、
商

標
及
ビ
図
案
ニ
関
シ
内
国
臣
民
ト
同
一
ノ
保
護
ヲ
受
ク
ベ
シ

　

両
締
盟
国
ハ
其
臣
民
或
ハ
人
民
カ
自
国
ニ
於
テ
保
護
ヲ
受
ク
ル
ノ
区
域
及
ビ
年
限
ハ
前
項
ノ
保
護
ヲ
与
フ
ル
モ
ノ
ト
ス

（
1（
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
十
七
年
六
月
七
日
太
政
官
布
告
第
一
九
号
。

（
1（
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
十
八
年
四
月
十
八
日
太
政
官
布
告
第
七
号
。

（
15
）　

山
本
茂
『
条
約
改
正
史
』（
高
山
書
院
、
一
九
四
三
年
）、
川
島
信
太
郎
・
外
務
省
監
修
・
日
本
学
術
振
興
会
編
纂
『
条
約
改
正
経
過

概
要
』（
日
本
国
際
連
合
協
会
、
一
九
五
〇
年
）
等
。

（
16
）　

五
百
旗
頭
薫
『
条
約
改
正
史　

法
権
回
復
へ
の
展
望
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
）、
津
田
多
賀
子
「
井
上
条
約

改
正
の
再
検
討
―
条
約
改
正
予
議
会
を
中
心
に
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
五
七
五
号
、
一
九
八
七
年
）、
廣
瀬
靖
子
「
井
上
条
約
改
正
交
渉

に
関
す
る
一
考
察
」（『
近
代
中
国
研
究
』
第
七
輯
、
一
九
六
六
年
）
等
。

（
17
）　

藤
原
明
久
『
日
本
条
約
改
正
史
の
研
究
』（
雄
松
堂
、
二
〇
〇
四
年
）、
中
村
菊
男
『
新
版　

近
代
日
本
の
法
的
形
成
―
条
約
改
正
と

法
典
編
纂
―
』（
有
信
堂
、
一
九
六
三
年
）
等
。

（
18
）　

外
務
省
外
交
史
料
館
編
『
外
交
史
料
館
所
蔵　

外
務
省
記
録
総
目
録
〔
戦
前
期
〕
別
巻
』（
原
書
房
、
一
九
九
三
年
）、
六
九
―
七
〇

頁
。

（
19
）　

特
許
庁
編
『
工
業
所
有
権
制
度
百
年
史
』（
上
巻
）（
発
明
協
会
、
一
九
八
四
年
）、
通
商
産
業
省
編
『
商
工
政
策
史
』（
第
十
四
巻　

特
許
）（
商
工
政
策
史
刊
行
会
、
一
九
六
四
年
）、
著
作
権
法
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
著
作
権
法
百
年
史
』（
著
作
権
情
報
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
〇
年
）、
石
井
正
『
歴
史
の
な
か
の
特
許
―
発
明
へ
の
報
奨
・
所
有
権
・
損
害
賠
償
権
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）、
市
川
一

男
『
日
本
の
特
許
制
度
』（
日
本
発
明
新
聞
社
、
一
九
六
五
年
）、
伊
藤
信
男
「
著
作
権
制
度
史
の
素
描
」（『
著
作
権
研
究
』
第
四
号
、
一

九
七
一
年
）、
古
賀
規
矩
之
「
日
本
特
許
制
度
の
歴
史
的
概
観
」（『
大
東
文
化
大
学
紀
要
』
経
済
学
部
第
二
号
、
一
九
六
四
年
）、
等
。

　
　

例
え
ば
、
特
許
庁
編
『
工
業
所
有
権
制
度
百
年
史
』
で
は
、
日
本
外
交
文
書
等
を
用
い
て
、
井
上
期
だ
け
で
な
く
、
大
隈
期
、
青
木
期

に
つ
い
て
も
言
及
し
、
パ
リ
条
約
加
盟
に
至
る
過
程
の
概
略
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
部
に
誤
解
を
招
く
よ
う
な
記
述
や

誤
記
等
も
散
見
さ
れ
る
他
、
交
渉
過
程
に
つ
い
て
も
詳
細
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
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（
20
）　

岡
野
多
喜
夫｢

専
売
特
許
条
例
の
成
立
に
お
け
る
外
交
的
側
面｣

（『
中
央
学
院
大
学
論
叢
』
第
八
巻
第
一
号　

一
般
教
育
関
係
・
商

経
関
係
合
輯
、
一
九
七
三
年
）、
同｢

条
約
改
正
と
明
治
（2
年
特
許
法
成
立｣

（『
中
央
学
院
大
学
論
叢
』
第
八
巻
第
二
号　

一
般
教
育
関

係
・
商
経
関
係
合
輯
、
一
九
七
三
年
）、
丸
山
亮
「
日
本
特
許
制
度
概
史
（
３
）
―
パ
リ
条
約
加
盟
と
法
制
の
整
備
―
」（『
特
許
研
究
』

第
二
五
号
、
一
九
九
八
年
）
等
。

　
　

岡
野
多
喜
夫
氏
は
、
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
の
専
売
特
許
条
例
は
条
約
改
正
交
渉
を
考
慮
し
な
が
ら
制
定
さ
れ
た
側
面
も
あ
る
こ

と
、
少
な
く
と
も
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
の
特
許
法
は
条
約
改
正
交
渉
を
起
因
と
し
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
日
本
の
パ

リ
条
約
加
盟
に
つ
い
て
は
、「
条
約
改
正
へ
の
手
段
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」（「
条
約
改
正
と
明
治
（2
年
特
許
法
の
成
立
」、
一
四
六
頁
）
と
述

べ
て
い
る
。

　
　

丸
山
亮
氏
は
、「
日
本
の
パ
リ
条
約
加
入
の
時
期
を
左
右
し
た
も
の
」
と
し
て
、「
幼
稚
な
国
内
産
業
が
あ
る
程
度
育
つ
ま
で
、
外
国
の

参
入
を
遅
ら
せ
た
い
と
い
う
産
業
政
策
上
の
配
慮
、
外
国
人
の
権
利
保
護
を
不
平
等
条
約
改
正
の
交
渉
材
料
に
使
い
た
い
と
い
う
意
図
、

そ
し
て
国
際
社
会
の
水
準
に
達
し
た
い
と
い
う
究
極
的
な
国
家
目
標
」
を
挙
げ
、「
こ
の
３
点
が
均
衡
を
見
出
す
の
が
明
治
（2
年
で
あ
っ

た
」（
二
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
同
氏
は
、
日
本
の
パ
リ
条
約
加
盟
は
条
約
改
正
の
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
と
い
う
岡
野
多
喜
夫
氏
の

見
解
に
加
え
て
、
日
本
の
同
条
約
加
盟
に
は
、
国
内
産
業
へ
の
配
慮
と
、
国
際
社
会
の
一
員
に
な
り
た
い
と
い
う
願
望
も
あ
っ
た
こ
と
を

新
た
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

し
か
し
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
詳
細
な
過
程
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
今
後
更
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
21
）　

原
禎
嗣
「
明
治
十
七
年
商
標
条
例
編
纂
に
関
す
る
再
論
―
編
纂
各
期
に
お
け
る
外
国
法
継
受
を
中
心
に
―
」（『
政
治
経
済
史
学
』
第

二
六
八
号
、
一
九
八
八
年
）、
同
「
明
治
十
七
年
商
標
条
例
編
纂
小
考
」（『
政
治
経
済
史
学
』
第
二
六
七
号
、
一
九
八
八
年
）、
豊
崎
光
衛

「
高
橋
是
清
と
商
標
条
例
」（『
学
習
院
大
学
法
学
部　

研
究
年
報
』
八�

、
一
九
七
三
年
）、
同
「
高
橋
是
清
と
特
許
条
例
」（『
学
習
院
大

学
法
学
部　

研
究
年
報
』
十
四�

、
一
九
七
九
年
）、
田
村
敏
朗
「
日
本
特
許
法
成
立
史
（
１
）
―
（
３
）」（『
特
許
管
理
』
第
三
八
巻
第

十
号
、
第
三
九
巻
第
二
号
、
第
三
九
巻
第
四
号
、
一
九
八
八
―
一
九
八
九
年
）、
吉
村
保
「
明
治
前
期
の
工
業
所
有
権
法
の
制
定
」（
牛
木

理
一
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
意
匠
法
及
び
周
辺
法
の
現
代
的
課
題
』（
発
明
協
会
、
二
〇
〇
五
年
）
所
収
）、
大
家
重
夫
「
日

本
著
作
権
史
素
描
―
貸
与
権
の
創
設
ま
で
」（
高
林
龍
、
三
村
量
一
、
竹
中
俊
子
編
『
現
代
知
的
財
産
法
講
座
Ⅳ　

知
的
財
産
法
学
の
歴

史
的
鳥
瞰
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
所
収
）、
同
「
版
権
条
例
、
版
権
法
か
ら
著
作
権
法
へ
」（
小
野
昌
延
先
生
古
稀
記
念
論
文
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集
刊
行
事
務
局
編
『
知
的
財
産
法
の
系
譜　

小
野
昌
延
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
所
収
）
等
。

　
　

商
標
条
例
、
専
売
特
許
条
例
等
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
パ
リ
条
約
、
ベ
ル
ヌ
条
約
加
盟
に
至

る
詳
細
な
過
程
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

（
22
）　

谷
山
英
祐
「
一
八
八
四
年
商
標
条
例
の
編
纂
過
程
の
制
度
分
析
―
私
的
な
制
度
か
ら
公
的
な
制
度
へ
―
」（『
市
場
史
研
究
』
第
三
一

号
、
二
〇
一
二
年
）、
岡
野
多
喜
夫｢

わ
が
国
に
お
け
る
近
代
特
許
法
の
形
成
と
そ
の
経
済
的
背
景｣

（『
中
央
学
院
大
学
論
叢
』
第
十
巻
、

一
九
七
五
年
）、
同｢

わ
が
国
に
お
け
る
近
代
特
許
法
の
形
成
と
そ
の
経
済
的
背
景
（
Ⅱ
）｣

（『
中
央
学
院
大
学
論
叢
』
第
十
一
巻
第
一
号
、

一
九
七
六
年
）、
同｢

わ
が
国
に
お
け
る
特
許
法
の
国
際
化
と
そ
の
経
済
的
背
景｣

（
瀧
野
文
三
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
国
際

工
業
所
有
権
法
研
究
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
七
八
年
）
所
収
）、
富
田
徹
男
「
知
的
所
有
権
」（
中
岡
哲
郎
・
鈴
木
淳
・
堤
一
郎
・

宮
地
正
人
編
『
新　

体
系
日
本
史
11　

産
業
技
術
史
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
所
収
）、
今
津
健
治
『
近
代
日
本
の
技
術
的
条

件
』（
柳
原
書
店
、
一
九
八
九
年
）、
甘
露
純
規
『
剽
窃
の
文
学
史　

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
近
代
』（
森
話
社
、
二
〇
一
一
年
）
等
。

　
　

岡
野
多
喜
夫
氏
は
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
を
「
産
業
資
本
の
確
立
」、「
近
代
法
体
系
の
成
立
」、「
条
約
改
正
」
の
「
三
位
一

体
性
」
が
実
現
さ
れ
た
年
と
し
て
、
経
済
史
の
観
点
か
ら
も
、
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
（「
わ
が
国
に
お
け
る
特
許
法
の
国
際

化
と
そ
の
経
済
的
背
景
」、
二
四
頁
）、
そ
の
詳
細
な
過
程
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　
　

今
津
健
治
氏
は
、
農
商
務
省
の
勧
業
政
策
に
お
い
て
工
業
所
有
権
制
度
を
位
置
付
け
よ
う
と
し
、
パ
リ
条
約
加
盟
に
つ
い
て
、「
よ
う

や
く
工
業
所
有
権
の
保
護
に
関
し
て
真
の
意
味
で
国
際
交
流
に
道
を
開
く
基
盤
を
確
保
し
た
。
商
法
の
改
正
と
も
相
ま
っ
て
、
や
が
て
貿

易
の
拡
大
、
さ
ら
に
外
資
や
技
術
の
導
入
に
道
を
開
く
契
機
と
な
っ
た
」（
三
一
五
頁
）
と
評
価
し
、
日
本
の
パ
リ
条
約
加
盟
に
対
す
る

新
た
な
視
点
を
提
供
し
て
お
り
、
今
後
更
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
2（
）　

近
年
、
欧
米
諸
国
と
の
間
に
お
け
る
条
約
改
正
交
渉
だ
け
で
な
く
、
清
国
と
の
間
に
お
け
る
条
約
改
正
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
検
討

す
る
必
要
性
を
指
摘
す
る
研
究
（
津
田
多
賀
子
「
日
清
条
約
改
正
の
断
念
と
日
清
戦
争
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
六
五
二
号
、
一
九
九
三

年
）
や
、
清
国
に
お
け
る
商
標
に
関
す
る
研
究
（
本
野
英
一
「
光
緒
新
政
期
中
国
の
商
標
保
護
制
度
の
挫
折
と
日
英
対
立
」（『
社
会
経
済

史
学
』
第
七
四
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
清
末
民
初
に
お
け
る
商
標
権
侵
害
―
日
中
関
係
を
中
心
に
―
」（『
社
会
経
済
史
学
』

第
七
五
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
九
年
）
等
）
も
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
の
日
清
修
好
条
規
及
び
付
属
通
商
章

程
に
は
、
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
条
項
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
の
追
加
日
清
通
商
航
海
条
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約
第
五
条
か
ら
商
標
、
版
権
の
保
護
に
関
す
る
条
項
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
本
研
究
に
お
い
て
は
、
研

究
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
追
加
日
清
通
商
航
海
条
約
第
五
条
は
以
下
の
通
り
（『
法
令
全
書
』
明
治
三
十
七
年
一
月
九

日
勅
令
無
号
）。

第
五
条

　

清
国
政
府
ハ
清
国
臣
民
カ
日
本
国
臣
民
ノ
有
ス
ル
登
録
済
商
標
ヲ
侵
害
ス
ル
ヲ
禁
遏
ス
ル
爲
メ
必
要
ナ
ル
規
則
ヲ
設
ケ
且
誠
実
ニ
之
ヲ
執

行
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
ス�

　

清
国
政
府
ハ
又
清
国
語
ヲ
以
テ
編
製
シ
且
特
ニ
清
国
人
ノ
使
用
ニ
供
ス
ル
為
メ
作
製
セ
ラ
レ
タ
ル
書
籍
冊
子
地
図
及
海
図
ニ
関
シ
日
本
国

臣
民
ノ
有
ス
ル
登
録
済
版
権
ヲ
保
護
ス
ル
為
メ
必
要
ナ
ル
規
則
ヲ
制
定
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
ス�

　

清
国
政
府
ハ
登
録
局
ヲ
設
置
シ
商
標
及
版
権
保
護
ノ
為
メ
今
後
同
国
政
府
ニ
於
テ
制
定
ス
ヘ
キ
規
則
ノ
定
ム
ル
所
ニ
従
ヒ
其
ノ
保
護
ヲ
求

ム
ル
外
国
商
標
及
版
権
ノ
登
録
ヲ
為
ス
ヘ
シ

　

日
本
国
法
律
規
則
ノ
定
ム
ル
所
ニ
従
ヒ
正
当
ニ
登
録
セ
ラ
レ
タ
ル
清
国
商
標
及
版
権
ハ
日
本
国
ニ
於
ケ
ル
侵
害
ニ
対
シ
同
様
ノ
保
護
ヲ
受

ク
ル
コ
ト
勿
論
タ
ル
ヘ
シ�

　

本
条
ハ
清
国
ノ
安
寧
ヲ
害
セ
ム
ト
ス
ル
公
刊
物
ノ
著
作
者
所
有
主
若
ハ
販
売
人
タ
ル
日
本
国
臣
民
又
ハ
清
国
臣
民
ヲ
法
律
ノ
正
当
ナ
ル
進

行
ニ
対
シ
庇
護
ス
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ヘ
カ
ラ
ス�

（
2（
）　

明
治
十
三
年
五
月
二
十
二
日
付
在
欧
米
各
帝
国
公
使
宛
井
上
外
務
卿
書
簡
（
外
務
省
調
査
部
監
修
・
日
本
学
術
振
興
会
編
纂
『
条
約

改
正
関
係　

大
日
本
外
交
文
書
』（
以
下
、『
条
約
改
正
』
と
省
略
）
第
二
巻
（
日
本
国
際
協
会
、
昭
和
十
七
年
）、
一
二
号
、
一
三
―
六

八
頁
）。

（
25
）　

修
正
箇
所
は
、
明
治
十
三
年
五
月
井
上
案
の
「
日
本
及
ヒ
大
不
列
顛
両
国
間
通
商
及
ヒ
航
海
条
約
草
案
」
第
十
二
条
で
あ
る
（
明
治

十
三
年
六
月
三
十
日
付
駐
英
仏
独
露
墺
各
帝
国
公
使
宛
井
上
外
務
卿
書
簡
（
前
掲
『
条
約
改
正
』
第
二
巻
、
一
七
号
、
八
二
頁
））。

（
26
）　

明
治
十
三
年
七
月
六
日
付
各
国
公
使
宛
井
上
外
務
卿
書
簡
（
前
掲
『
条
約
改
正
』
第
二
巻
、
一
八
号
、
八
二
―
八
三
頁
）、
明
治
十

三
年
七
月
七
日
付
在
外
各
帝
国
公
使
宛
井
上
外
務
卿
書
簡
（
前
掲
『
条
約
改
正
』
第
二
巻
、
一
九
号
、
八
四
―
八
五
頁
）。

（
27
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
八
年
九
月
三
日
太
政
官
布
告
第
一
三
五
号
。

（
28
）　

出
版
条
例
第
二
条
は
以
下
の
通
り
（『
法
令
全
書
』
明
治
八
年
九
月
三
日
太
政
官
布
告
第
一
三
五
号
）。
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第
二
条

　

図
書
ヲ
著
作
シ
又
ハ
外
国
ノ
図
書
ヲ
翻
訳
シ
テ
出
版
ス
ル
ト
キ
ハ
三
十
年
間
専
売
ノ
権
ヲ
与
フ
ヘ
シ
此
ノ
専
売
ノ
権
ヲ
版
権
ト
云
フ

　

但
シ
版
権
ハ
願
フ
ト
願
ハ
サ
ル
ト
ハ
本
人
ノ
随
意
ト
ス
故
ニ
版
権
ヲ
願
フ
者
ハ
願
書
ヲ
差
出
シ
免
許
ヲ
請
フ
ヘ
シ
其
願
ハ
サ
ル
者
ハ
各
人

一
般
ニ
出
版
ス
ル
ヲ
許
ス

（
29
）　�
前
掲
『
条
約
改
正
』
第
二
巻
、
一
二
号
付
属
書
三
、
一
九
頁
。

　
　

第
五
款
は
以
下
の
通
り
。

　
　

第
五
款

　

不
列
顛
臣
民
ニ
シ
テ
日
本
法
律
ニ
於
テ
官
府
ニ
対
ス
ル
（
各
個
人
若
ク
ハ
他
国
政
府
ニ
対
セ
サ
ル
）
罪
科
、
犯
罪
又
ハ
有
罪
ノ
所
業
（
全

国
或
ハ
一
地
方
ニ
関
ス
ル
警
察
規
則
或
ハ
施
政
規
則
ニ
対
ス
ル
犯
罪
モ
亦
此
中
ニ
含
有
ス
）
ト
認
ム
ル
所
ノ
所
為
若
ク
ハ
其
時
々
日
本
ト

大
不
列
顛
ノ
間
ニ
履
行
ス
ル
条
約
或
ハ
約
定
書
ニ
於
テ
犯
罪
ト
認
ム
ル
所
ノ
所
為
ア
リ
ト
訴
ヘ
ラ
レ
而
シ
テ
日
本
法
律
ニ
照
シ
或
ハ
右
条

約
若
ク
ハ
約
定
書
ニ
依
テ
斯
ル
罪
科
或
ハ
犯
罪
ニ
処
ス
ル
刑
罰
ノ
極
度
禁
獄
三
箇
月
罰
金
五
百
円
ニ
超
過
ス
ル
ト
キ
ハ
該
件
ハ
不
列
顛
皇

帝
陛
下
ノ
裁
判
所
ニ
於
テ
之
ヲ
審
判
ス
可
ク
若
シ
有
罪
タ
ラ
ハ
該
裁
判
所
ニ
於
テ
之
ヲ
処
罰
ス
可
シ
但
シ
本
款
ニ
因
テ
不
列
顛
皇
帝
陛
下

ノ
裁
判
所
ノ
法
権
ニ
帰
シ
タ
ル
罪
犯
ト
雖
ト
モ
若
シ
前
述
在
日
本
不
列
顛
裁
判
所
ニ
於
テ
均
シ
ク
之
ヲ
罪
科
、
犯
罪
又
ハ
有
罪
ノ
所
業
タ

リ
ト
シ
テ
審
判
ス
ル
事
ヲ
得
ス
且
不
列
顛
皇
帝
陛
下
ノ
所
領
内
ノ
裁
判
所
ニ
於
テ
之
ト
同
様
ノ
罪
犯
ヲ
罰
ス
ル
ト
同
一
ノ
程
限
ニ
従
テ
之

ヲ
処
罰
ス
ル
事
ヲ
得
サ
ル
ト
キ
ハ
本
款
ノ
法
権
譲
与
ハ
無
効
ノ
モ
ノ
タ
ル
可
シ

　

且
又
各
般
ノ
場
合
ニ
於
テ
其
時
々
行
ハ
ル
丶
所
ノ
日
本
税
関
ノ
法
律
或
ハ
規
則
ニ
従
テ
罰
金
、
贖
金
或
ハ
没
収
品
ヲ
徴
収
ス
ル
事
件
ノ
如

キ
ハ
右
譲
与
ノ
限
ニ
在
ラ
ス

（
（0
）　

前
掲
五
百
旗
頭
『
条
約
改
正
史
』、
九
七
―
九
八
頁
。

（
（1
）　
「
明
治
十
三
年
五
月
二
十
二
日
付
森
公
使
ヘ
ノ
内
達
書
」（
前
掲
『
条
約
改
正
』
第
二
巻
、
一
二
号
付
属
書
一
〇
、
五
〇
頁
）。

（
（2
）　

明
治
十
四
年
四
月
一
日
付
森
駐
英
公
使
宛
上
野
外
務
卿
代
理
書
簡
（
前
掲
『
条
約
改
正
』
第
二
巻
、
二
〇
九
号
、
六
九
一
―
六
九
二

頁
）。

（
（（
）　
「
明
治
八
年
十
一
月
内
務
省
伺
六　

外
国
人
出
版
成
規
ノ
儀
伺
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
公
文
録
」）。

（
（（
）　

同
右
。
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（
（5
）　

同
右
。

（
（6
）　

同
右
。

（
（7
）　

明
治
十
一
年
十
一
月
五
日
付
伊
藤
内
務
卿
宛
寺
島
外
務
卿
書
簡
（
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
「
外
国
人
ヨ
リ
日
本
版
権
免
許
請
求
一

件
」（
第
七
門
第
二
類
第
二
項
第
四
号
）。
以
下
、「
版
権
免
許
請
求
一
件
」
と
省
略
。）。

（
（8
）　

明
治
十
一
年
十
一
月
十
三
日
付
寺
島
外
務
卿
宛
伊
藤
内
務
卿
書
簡
（
前
掲
「
版
権
免
許
請
求
一
件
」）。

（
（9
）　

明
治
十
二
年
七
月
十
二
日
付
伊
藤
内
務
卿
宛
寺
島
外
務
卿
書
簡
（
前
掲
「
版
権
免
許
請
求
一
件
」）。

（
（0
）　

明
治
十
二
年
七
月
十
六
日
付
寺
島
外
務
卿
宛
伊
藤
内
務
卿
書
簡
（
前
掲
「
版
権
免
許
請
求
一
件
」）。

（
（1
）　M

em
orandum

�by�Sir�J.�Pauncefote�respecting�T
reaty�Revision,�January�1,�1881�

（F.O
.（10,�V

ol.18,�N
o.1

）,�
M
em
orandum

�by�Sir�H
.�Parks,�January�1,�1881�（F.O

.（10,�V
ol.18,�N

o.2,（,（

）.

（
（2
）　Pauncefote�to�K

enndy,�M
arch�11,�1880�

（F.O
.262,�V

ol.（（9,�N
o.29

）,�Parkes�to�T
erashim

a�M
unenori,�N

ovem
ber�

28,�1878.�

（
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
「
特
許
意
匠
商
標
ニ
関
ス
ル
帝
国
法
制
」（
第
三
門
第
五
類
第
六
項
第
一
号
）
第
一
巻
。
以
下
、「
特

許
意
匠
商
標
ニ
関
ス
ル
帝
国
法
制
」
と
省
略
。）

（
（（
）　
「
千
八
百
八
十
一
年
三
月
三
日
外
務
省
於
テ
ヂ
ユ
リ
ヤ
ン
、
ポ
ン
ス
ホ
ー
ト
氏
及
ス
チ
ユ
ワ
ル
ト
、
レ
ー
ン
氏
対
話
要
略
筆
記
」（
前

掲
『
条
約
改
正
』
第
二
巻
、
二
一
一
号
付
属
書
二
、
七
〇
五
頁
）。

（
（（
）　�

同
右
。

（
（5
）　Report�on�the�Japanese�Proposals�for�a�Revised�T

reaty�betw
een�Great�Britain�and�Japan,�w

ith�the�
accom

panying�Custom
s�T
ariff�（F.O

.（10,�V
ol.18,�Inclosure�in�N

o.119

）.

（
（6
）　

本
研
究
で
は
、
“copyright

”�“propriété�littéraire

”の
外
国
語
に
対
し
て
は
「
著
作
権
」
と
い
う
訳
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
（7
）　M
ollison�to�K

ennedy,�D
ecem

ber�8,�1881�（F.O
.（10,�V

ol.19,�Inclosure�（�in�N
o.（7

）.

（
（8
）　Report�of�the�Com

m
ittee�of�the�Y

okoham
a�General�Cham

ber�of�Com
m
erce,�July�8,�1879�

（F.O
.262,�V

ol.（（5,�
Inclosure�in�N

o.6（

）.

（
（9
）　

“PA
T
EN
T
�RIGH

T
S

”,�Japan�W
eekly�M

ail,�M
ay�（,�1879�

（F.O
.（6,�V

ol.268,�Inclosure�1�in�N
o.101

）,�

“PA
T
EN
T
�

RIGH
T
S

“,�Japan�W
eekly�M

ail,�June�5,�1880�（F.O
.（6,�V

ol.268,�Inclosure�2�in�N
o.101

）.
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（
50
）　Balloy�à�Freycinet,�15�A

oût,�1880�

（Correspondance�Consulaire�et�Com
m
erciale,�T

okyo�

（
以
下
、
“C.C.C.,T

okyo

”

と
省
略
）,�V

ol.1,�N
o�15

）.
（
51
）　Ibid.

（
52
）　
「
明
治
十
三
年
七
月
十
日
井
上
外
務
卿
独
逸
公
使
対
話
筆
記
」（
前
掲
『
条
約
改
正
』
第
二
巻
、
二
一
号
、
八
九
頁
）。

（
5（
）　Bingham

�to�T
erashim

a�M
unenori,�D

ecem
ber�5,�1876.

（
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
「
専
売
特
許
商
標
登
録
関
係
雑
件
」（
第

三
門
第
五
類
第
六
項
第
四
号
）
第
一
巻
。
以
下
、「
専
売
特
許
商
標
登
録
関
係
雑
件
」
と
省
略
。）

（
5（
）　

明
治
十
三
年
七
月
六
日
付
各
国
公
使
宛
井
上
外
務
卿
書
簡
（
前
掲
『
条
約
改
正
』
第
二
巻
、
一
八
号
、
八
二
―
八
三
頁
）。
明
治
十

三
年
七
月
案
は
、｢
米
清
ヲ
除
ク｣

各
国
公
使
に
送
付
さ
れ
た
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
、
山
本
は
、「
清
国
と
の
条
約
は
未
だ
改
正
の
時
期

に
達
し
て
居
ら
ず
、
米
国
と
は
曩
き
に
明
治
十
一
年
に
締
結
し
た
条
約
が
あ
り
実
施
さ
れ
な
い
で
其
の
儘
と
な
つ
て
居
た
の
で
他
の
諸
国

と
の
条
約
が
締
結
さ
れ
た
後
適
当
に
処
理
し
様
と
（
井
上
が
：
註
筆
者
）
考
へ
て
此
の
両
国
は
除
い
た
」
と
し
て
い
る
（
前
掲
山
本
『
条

約
改
正
史
』、
二
二
五
頁
）。

（
55
）　Evarts�to�Bingham

,�June�5,�1879�

（D
iplom

atic�Instructions�of�the�D
epartm

ent�of�State,�1801-1906�

（
以
下
、
“N.

A
.M
.77�

”と
省
略
）,�V

ol.2,�N
o.（（（

）.

（
56
）　Buren�to�J.C.B.D

avis,�M
arch�20,�1882�

（Consular�D
espatches�:�K

anagaw
a�

（
以
下
、
“N.A

.M
.1（5

”�

と
省
略
）,�V

ol.12,�
N
o.615

）.

（
57
）　

前
掲
『
会
議
録
』、
九
九
―
一
〇
〇
頁
。

（
58
）　

前
掲
『
会
議
録
』、
二
一
八
頁
。

（
59
）　

同
右
。

（
60
）　

外
務
省
編
纂
『
日
本
外
交
文
書　

明
治
年
間
追
補
』
第
二
冊
（
日
本
国
際
連
合
協
会
、
昭
和
三
十
八
年
）、
一
七
一
頁
（
以
下
、『
外

交
文
書　

明
治
年
間
追
補
』
第
二
冊
と
省
略
）。

（
61
）　

同
右
。
尚
、
前
掲
『
会
議
録
』
二
一
八
頁
に
は
、「
英
、
日
、
墺
、
伊
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
英
文
会
議
録
（
前
掲
『
外
交
文

書　

明
治
年
間
追
補
』
第
二
冊
、
一
八
四
頁
）
か
ら
「
英
、
独
、
墺
、
伊
」
の
誤
記
又
は
誤
植
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
62
）　

前
掲
『
会
議
録
』、
二
一
八
頁
。
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（
6（
）　J.�J.�Enslie�to�Parks,�July�（,�1882�（F.O

.262,�V
ol.（91,�N

o.（0

）.
（
6（
）　

前
掲
『
会
議
録
』、
二
七
一
、
二
八
一
頁
。

（
65
）　

前
掲
『
会
議
録
』、
二
一
八
頁
。

（
66
）　

高
橋
是
清
「
我
国
特
許
制
度
ノ
起
因
」（
特
許
庁
図
書
館
蔵
「
高
橋
是
清
氏
特
許
制
度
ニ
関
ス
ル
遺
稿
」
第
四
巻
、
八
二
五
―
八
二

七
頁
）。
尚
、『
特
許
研
究
』（
第
二
七
号
、
一
九
九
九
年
）、
四
三
―
五
一
頁
に
も
同
文
書
の
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
67
）　

明
治
十
二
年
九
月
八
日
付
寺
島
外
務
卿
宛
米
国
公
使
書
簡
訳
文
（
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
「
亜
米
利
加
国
人
「
フ
ェ
ー
ル
バ
ン
ク

ス
」
会
社
専
売
免
許
ノ
権
衡
ヲ
東
京
府
平
民
林
金
次
郎
擬
造
販
売
一
件
」（
第
四
門
第
一
類
第
四
項
第
九
号
）。
以
下
、「「
フ
ェ
ー
ル
バ
ン

ク
ス
」
一
件
」
と
省
略
）。

（
68
）　

明
治
十
二
年
九
月
十
七
日
付
伊
藤
博
文
内
務
卿
宛
井
上
外
務
卿
書
簡
（
前
掲
「「
フ
ェ
ー
ル
バ
ン
ク
ス
」
一
件
」）。

（
69
）　

明
治
十
二
年
九
月
十
七
日
付
外
務
書
記
官
宛
内
務
書
記
官
書
簡
（
前
掲
「「
フ
ェ
ー
ル
バ
ン
ク
ス
」
一
件
」）。

（
70
）　

明
治
十
二
年
九
月
十
八
日
付
内
務
書
記
官
宛
外
務
書
記
官
書
簡
（
前
掲
「「
フ
ェ
ー
ル
バ
ン
ク
ス
」
一
件
」）。

（
71
）　

明
治
十
二
年
十
一
月
十
七
日
付
井
上
外
務
卿
宛
伊
藤
内
務
卿
書
簡
（
前
掲
「「
フ
ェ
ー
ル
バ
ン
ク
ス
」
一
件
」）。

（
72
）　Inoue�K

aoru�to�Bingham
,�D
ecem

ber�5,�1879�

（D
iplom

atic�D
espatches�:�Japan�

（
以
下
、
“N.A

.M
.1（（

”と
省
略
）,�

V
ol.（1,�Enclosure�in�N

o.10（2

）.

（
7（
）　Evarts�to�Bingham
,�June�5,�1879�（N

.A
.M
.77,�V

ol.2,�N
o.（（（

）.

（
7（
）　Bingham

�to�Evarts,�D
ecem

ber�10,�1879�（N
.A
.M
.1（（,�V

ol.（1,�N
o.10（2

）.

（
75
）　

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
と
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
の
日
本
人
に
よ
る
英
商
標
偽
造
事
件
を
示
す
。
い
ず
れ
の
事
件
に
お
い
て
も
、

関
係
者
は
処
罰
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
「
商
標
偽
造
関
係
雑
件
」
第
一
巻
）。

（
76
）　

明
治
十
六
年
九
月
十
七
日
付
井
上
外
務
卿
宛
英
国
代
理
公
使
書
簡
訳
文
（
前
掲
「
商
標
偽
造
関
係
雑
件
」
第
一
巻
）。

（
77
）　Robertson�to�T

rench,�Septem
ber�（,�188（�

（F.O
.262,�V

ol.（06,�N
o.50

）,�Robertson�to�T
rench,�Septem

ber�1（,�188（�

（F.O
.262,�V

ol.（06,�N
o.55

）.

（
78
）　
「
明
治
十
六
年
九
月
二
十
三
日
商
議
」（
前
掲
「
商
標
偽
造
関
係
雑
件
」
第
一
巻
）。

（
79
）　

同
右
。
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（
80
）　

同
右
。

（
81
）　

同
右
。

（
82
）　

明
治
十
六
年
十
月
十
五
日
付
井
上
外
務
卿
宛
大
木
司
法
卿
書
簡
（
前
掲
「
商
標
偽
造
関
係
雑
件
」
第
一
巻
）。

（
8（
）　

明
治
十
六
年
十
一
月
九
日
付
山
田
顕
義
内
務
卿
宛
井
上
外
務
卿
書
簡
（
前
掲
「
商
標
偽
造
関
係
雑
件
」
第
一
巻
）。

（
8（
）　

明
治
十
六
年
十
二
月
十
七
日
付
粟
屋
景
明
警
察
副
使
上
申
（
前
掲
「
商
標
偽
造
関
係
雑
件
」
第
一
巻
）。

（
85
）　

明
治
十
六
年
十
二
月
二
十
日
付
山
縣
有
朋
内
務
卿
宛
大
迫
貞
清
警
視
総
監
代
理
綿
貫
吉
直
警
視
副
総
監
書
簡
（
前
掲
「
商
標
偽
造
関

係
雑
件
」
第
一
巻
）。

（
86
）　

明
治
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
付
英
国
代
理
公
使
宛
井
上
外
務
卿
書
簡
（
前
掲
「
商
標
偽
造
関
係
雑
件
」
第
一
巻
）。

（
87
）　Robertson�to�T

rench,�February�7,�188（�（F.O
.262,�V

ol.（25,�N
o.8

）.

（
88
）　

明
治
十
六
年
六
月
三
十
日
付
外
務
卿
代
理
吉
田
清
成
外
務
大
輔
宛
西
郷
従
道
農
商
務
卿
書
簡
（
前
掲
「
特
許
意
匠
商
標
ニ
関
ス
ル
帝

国
法
制
」
第
一
巻
）。

（
89
）　
「
明
治
十
六
年
六
月
三
十
日
付
外
務
卿
代
理
吉
田
清
成
外
務
大
輔
宛
西
郷
従
道
農
商
務
卿
書
簡
付
属
太
政
官
上
申
案
」（
前
掲
「
特
許

意
匠
商
標
ニ
関
ス
ル
帝
国
法
制
」
第
一
巻
）。

（
90
）　

同
右
。

（
91
）　

明
治
十
六
年
十
二
月
十
日
付
西
郷
従
道
農
商
務
卿
宛
井
上
外
務
卿
書
簡
（
前
掲
「
特
許
意
匠
商
標
ニ
関
ス
ル
帝
国
法
制
」
第
一
巻
）。

（
92
）　

明
治
十
六
年
十
二
月
十
日
付
西
郷
従
道
農
商
務
卿
宛
井
上
外
務
卿
書
簡
草
稿
（
前
掲
「
特
許
意
匠
商
標
ニ
関
ス
ル
帝
国
法
制
」
第
一

巻
）。

（
9（
）　
「
審
査
委
員
報
告
」（
前
掲
「
特
許
意
匠
商
標
ニ
関
ス
ル
帝
国
法
制
」
第
一
巻
）。

（
9（
）　

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
か
ら
同
十
（
一
八
七
七
）
年
に
か
け
て
、
日
本
政
府
と
欧
米
諸
国
は
、
外
国
人
は
日
本
官
庁
に
料
金
を
支

払
っ
て
免
状
を
得
て
遊
猟
が
許
可
さ
れ
、
そ
の
免
状
の
条
項
に
違
背
し
た
場
合
に
は
違
反
料
を
差
し
出
し
、
各
自
国
の
領
事
裁
判
に
よ
っ

て
処
断
し
、
免
状
を
返
納
す
る
こ
と
、
ま
た
、
無
免
許
で
銃
猟
す
る
外
国
人
は
日
本
巡
査
に
よ
っ
て
領
事
ま
で
連
行
さ
れ
、
そ
の
国
の
罰

則
に
従
い
、
か
つ
地
方
官
庁
か
ら
領
事
へ
民
事
訴
訟
費
用
と
免
許
料
の
償
還
を
要
求
す
る
こ
と
、
等
で
合
意
し
て
い
た
（
森
田
朋
子
『
開

国
と
治
外
法
権
―
領
事
裁
判
制
度
の
運
用
と
マ
リ
ア
・
ル
ス
号
事
件
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）、
一
一
九
―
一
二
一
頁
）。
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（
95
）　

明
治
十
四
年
六
月
三
日
付
井
上
外
務
卿
宛
仏
国
公
使
書
簡
（
外
務
省
編
纂
『
日
本
外
交
文
書
』（
以
下
、『
外
交
文
書
』
と
省
略
）
第

十
四
巻
（
日
本
国
際
連
合
協
会
、
昭
和
二
十
六
年
）、
八
六
号
、
二
三
六
―
二
三
八
頁
）。

（
96
）　

明
治
十
四
年
七
月
九
日
付
井
上
外
務
卿
代
理
上
野
景
範
外
務
大
輔
宛
河
野
農
商
務
卿
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』
第
十
四
巻
、
八
八

号
、
二
三
九
頁
）。

（
97
）　

明
治
十
四
年
七
月
十
八
日
付
仏
公
使
宛
井
上
外
務
卿
代
理
上
野
景
範
外
務
大
輔
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』
第
十
四
巻
、
八
九
号
、

二
三
九
―
二
四
〇
頁
）。

（
98
）　

明
治
十
八
年
九
月
二
十
七
日
付
井
上
外
務
卿
宛
伊
国
公
使
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』
第
十
八
巻
、
二
三
九
号
、
四
一
〇
―
四
一
一

頁
）。

（
99
）　

明
治
十
八
年
十
月
二
十
一
日
付
井
上
外
務
卿
宛
西
郷
従
道
農
商
務
卿
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』
第
十
八
巻
、
二
四
〇
号
、
四
一
二

頁
）。

　

パ
リ
条
約
第
五
条
は
以
下
の
通
り
（
明
治
十
七
年
七
月
十
一
日
付
吉
田
清
成
外
務
大
補
宛
園
田
孝
吉
倫
敦
領
事
書
簡
付
属
万
国
工
業
専
売

保
護
約
定
書
（
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
「
工
業
所
有
権
保
護
万
国
同
盟
一
件
」（
第
二
門
第
九
類
第
五
項
第
四
号
）
第
一
巻
）。

A
RT
ICLE�V

.

　
　

T
he�introduction�by�the�patentee�into�the�country�w

here�the�patent�has�been�granted�of�objects�m
anufactured�

in�any�of�the�States�of�the�U
nion�shall�not�entail�forfeiture.

　
　

N
evertheless,�the�patentee�shall�rem

ain�bound�to�w
ork�his�patent�in�conform

ity�w
ith�the�law

s�of�the�country�
into�w

hich�he�introduces�the�patented�objects.

　
　

第
一
項
で
は
、
特
許
権
者
が
他
の
同
盟
国
で
製
造
さ
れ
た
特
許
製
品
を
特
許
を
取
得
し
た
国
に
輸
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
許
権
は
消

滅
し
な
い
旨
が
規
定
さ
れ
、
第
二
項
で
は
、
特
許
権
者
は
特
許
製
品
を
輸
入
す
る
国
の
法
律
に
従
っ
て
特
許
を
実
施
す
る
義
務
が
あ
る
旨

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　

こ
の
第
五
条
が
不
都
合
で
あ
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
前
掲
特
許
庁
編
『
工
業
所
有
権
制
度
百
年
史
』（
上
巻
）、
一
〇
二
頁
等
参
照
。

（
100
）　

明
治
十
八
年
十
月
二
十
四
日
付
伊
国
公
使
宛
井
上
外
務
卿
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』
第
十
八
巻
、
二
四
一
号
、
四
一
二
頁
）。

（
101
）　

明
治
十
七
年
二
月
八
日
付
伊
藤
博
文
外
務
卿
代
理
宛
瑞
西
国
総
領
事
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』
第
十
七
巻
、
一
七
三
号
、
四
四
八
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―
四
五
〇
頁
）。

（
102
）　

明
治
十
七
年
五
月
二
日
付
井
上
外
務
卿
宛
山
縣
内
務
卿
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』
第
十
七
巻
、
一
七
五
号
、
四
五
一
―
四
五
二

頁
）。

（
10（
）　

明
治
十
七
年
六
月
六
日
付
井
上
外
務
卿
宛
大
木
文
部
卿
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』
第
十
七
巻
、
一
七
六
号
、
四
五
二
頁
）。

（
10（
）　

明
治
十
七
年
五
月
十
六
日
付
井
上
外
務
卿
宛
西
郷
農
商
務
卿
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』
第
十
七
巻
、
一
七
七
号
、
四
五
二
―
四
五

三
頁
）。

（
105
）　

農
商
務
省
は
、「
貴
省
ヨ
リ
御
送
致
之
訳
文
中
ニ
ハ
文
学
及
工
芸
上
ノ
発
明
権
云
々
ト
有
之
候
得
共
（
中
略
）
更
ニ
調
査
セ
シ
メ
候

処
其
字
義
美
術
上
著
作
権
ト
相
改
候
方
穏
当
ニ
可
有
之
趣
」（
明
治
十
七
年
五
月
十
六
日
付
井
上
外
務
卿
宛
西
郷
農
商
務
卿
書
簡
（
前
掲

『
外
交
文
書
』
第
十
七
巻
、
一
七
七
号
、
四
五
三
頁
））
と
、「
文
学
及
工
芸
上
ノ
発
明
権
」
と
い
う
用
語
よ
り
も
「
美
術
上
ノ
著
作
権
」

と
い
う
用
語
の
方
が
適
当
で
あ
る
と
外
務
省
に
提
案
し
、
こ
れ
以
降
、
外
務
省
文
書
中
に
お
い
て
も
、「
著
作
権
」
と
い
う
用
語
が
次
第

に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

（
106
）　

明
治
十
七
年
六
月
十
六
日
付
瑞
西
国
総
領
事
宛
吉
田
外
務
大
輔
書
簡
草
稿
（
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
「
文
学
的
、
美
術
的
、
著
作
権

保
護
万
国
会
議
一
件
」（
第
二
門
第
九
類
第
一
項
第
六
号
）
第
一
巻
）。

（
107
）　

明
治
十
七
年
六
月
十
六
日
付
瑞
西
国
総
領
事
宛
吉
田
清
成
外
務
大
輔
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』
第
十
七
巻
、
一
七
八
号
、
四
五
三

頁
）。

（
108
）　

明
治
十
七
年
八
月
十
四
日
付
、
八
月
二
十
二
日
付
、
十
二
月
十
六
日
付
井
上
外
務
卿
宛
瑞
西
国
総
領
事
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』

第
十
七
巻
、
一
七
九
号
、
四
五
三
―
四
五
五
頁
、
一
八
一
号
、
四
五
六
―
四
五
七
頁
、
一
八
三
号
、
四
五
九
―
四
六
一
頁
）、
明
治
十
八

年
六
月
十
二
日
付
井
上
外
務
卿
宛
瑞
西
国
総
領
事
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』
第
十
八
巻
、
二
五
五
号
、
四
三
三
―
四
三
四
頁
）。

（
109
）　

明
治
十
八
年
三
月
六
日
付
瑞
西
国
大
統
領
宛
井
上
外
務
卿
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』
第
十
八
巻
、
二
五
四
号
付
属
書
、
四
三
三

頁
）。

（
110
）　

明
治
十
八
年
七
月
六
日
付
瑞
西
国
総
領
事
宛
吉
田
外
務
大
輔
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』
第
十
八
巻
、
二
五
六
号
、
四
四
〇
―
四
四

一
頁
）。

（
111
）　

明
治
十
六
年
六
月
三
十
日
付
外
務
卿
代
理
吉
田
清
成
外
務
大
輔
宛
西
郷
従
道
農
商
務
卿
書
簡
付
属
太
政
官
上
申
案
栗
野
慎
一
郎
下
ケ
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札
（
前
掲
「
特
許
意
匠
商
標
ニ
関
ス
ル
帝
国
法
制
」
第
一
巻
）。

（
112
）　

木
棚
照
一
『
国
際
工
業
所
有
権
法
の
研
究
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
九
年
）、
二
一
―
二
二
頁
。

（
11（
）　

明
治
十
七
年
七
月
十
一
日
付
吉
田
清
成
外
務
大
輔
宛
園
田
孝
吉
領
事
書
簡
（
前
掲
『
外
交
文
書
』
第
十
四
巻
、
八
八
号
、
二
三
九

頁
）。


